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͡Ίに
　本Ϩϙートは、日本ۀͷୈֵ໋ۀ࢈࢛࣍下৽時代ͷ͞Βͳ
Δൃలͱして、ʮอશʢメンテナンスʣͷੜੑ࢈ʯ͕ 、ʹすΔͨΊ্
*$5 ʗ *P5 ؔ࿈ٕज़ΛͲ͜ʹ׆༻しͨΒΑい͔Λ໌Β͔ʹしΑ͏ͱ
すΔͷで͋Δɻͦͷ代දతͳ۩ମతྫΛ、ʮϞσル化͞Εͨアイ
σアʯʢ下記ࢀরʣͱしてఏࣔすΔɻ
　ΦンプϨΛ主ମͱしͨ設උϢーβーͷΛ͘ͱͱʹ、*$5 ʗ
*P5 ؔ࿈ͷ工事会社、ベンμー͕ۀا設උϢーβーͷٕज़ద༻ఏ
ҊΛ行͑ΔૉΛͭ͘Δ͜ͱ͕తで͋Δɻ͜ΕʹΑΓ、設උ
ཧʹؔΘΔʮベンμーࢢʯͷظతੑ׆化ͷ一ॿͱͳΔ͜ͱΛ
すΔɻظ

「ICT ／ IoT 技術」適用提案研究会のઃཱ
	BOE	తͳมֵΛ前ʹ、*$5ʢ*OGPSNBUJPOߏશମͷۀ࢈　
$PNNVOJDBUJPO	5FDIOPMPHZʣ͓Αͼ *P5ʢ*OUFSOFU	PG	5IJOHTʣͷ
͞ΕていΔɻしظ༩で͖Δͷͱدʹ্ੑ࢈࿑ಇੜ、͕༺׆
͔し *$5 ʗ *P5 ͷ׆༻ʹؔすΔ֤所ٞͷ 201� 年ࠒͷݱঢ়は、
主ྲྀͱͳΔプラοトϑΥーϜΛؚΊσόイスઌ行ܕͷ͕͋ײΓ、
ࢿΛ行͏ۀاΦーナーଆはஅࡐྉΛͪ࣋ಘͣኲኾͬていΔঢ়
ͱい͑ͨɻگ
　まͨ、日本ۀͷ設උΦーナーʢϢーβーʣͷैདྷͷํ͑ߟは、
ϢーβーࣗΒͷ人తノϋੵΛॏࢹして͓Γ、*$5 ʗ *P5 ࢿ
ٕज़ఏڙଆʢҎ下、ベンμーͱݺশʣͷೝࣝͱは、ଞࠃҎ্ʹେ
͖͘ဃしていΔͷͱࢥΘΕͨɻ
　ͦ͜で本研究会では、ʮอશʢメンテナンスʣͷੜੑ࢈ʯΛ্
すΔͨΊʹ、͞ま͟まͳϙジジョンͷベンμー͕ͭ࣋ۀا *$5 ʗ
*P5 ؔ࿈ٕज़͕、อશͷੜ্ੑ࢈ʹͲͷΑ͏ͳޮՌΛ͔ͭ࣋Λ
ٞすΔͨΊʹ 201� 年ʹ設ཱ͞Ε、い͔֯ΒٞΛ行ͬͨɻ

研究会のՌʢΞトプοトʣに͍ͭͯ
　本研究会ͷ成Ռʢアトプοトʣは、ηンαー、σόイス、αー
ό、通৴ͳͲΛ߹ͤͨ۩ମతͳシステϜߏ築ではͳ͘、ੜ
༩すΔͨΊͷʮϞσル化͞ΕͨアイσアʯͱすΔɻدʹ্ੑ࢈
ʮϞσル化͞Εͨアイσアʯͷ lアイσアz ͱは、ࢥい͖͚ͩΛ
ҙຯすΔͷではͳ͘、วࡏしていΔσーλΛ͑Δܗʢใʣ
ʹՃ工し、ͦΕΛԿʹ͑ޮՌ͕ग़Δ͔ͱい͏ܙʹঢ՚すΔ
ϞσルΛ、ʮアイσアʯͱݺΜでいΔɻ

「モデル」化＝「データ」→（役に立つように）「情報化」→（何に使っ
たら効果が出るかという）「知恵化」

で͋Γ、*$5�*P5ɾ"* ͷใٕज़ద༻ʹΑΓ、ੜੑ࢈Λ্ͤ͞
ΔϚωジメントΛՄͱすΔ、Ϟσル化͞ΕͨアイσアΛࡧし、
͜ΕΛ本研究会ͷ成ՌͱすΔɻ
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�ɽプラントのཁ߲ࣄٻとઃඋϢʔβʔの՝

ʢ�ʣߏม革ظの՝
　ୈֵ໋ۀ࢈࢛࣍ͱධ͞Εて͔Βٱʹطしい͕、ۀ࢈քはʮߏ
มֵظʯʹ͋Γ、࣍ͷΑ͏ͳ՝ʹ໘していΔɻ

①顕在化している課題（現在）
ɾࠃͷܦߴ年設උରԠ
ɾւ֎ੜ࢈ରԠ
ɾۀͷੜ্ੑ࢈
ɾ属人ମ੍͔Βͷ٫ʢσジλルσーλ化Ԇʣ

②新側面への漸次的課題
ɾ*P5 ূݕͱ༺׆
ɾσーλϚωジメントʢอશ໘はͱΑΓ、ੜ࢈シミϡϨーション
ιϑトͷ׆༻Ԇࢦఠ͞ΕていΔʣ
ɾ人ࡐҭ成ͷߏ化ʢσーλαイエンテΟスト͕ඞཁͱͷ͕ٞߴ
まͬていΔ͕、طଘۀ務でͷҭ成プラン͕ߏ化͞Εていͳいا
͔ͳΓ͋Δʣۀ

③新側面への予測的課題
ɾڞ通プラοトϑΥーϜରԠʢࢢࡍࠃͷੜ࢈プラοトϑΥーϜ
ͷରԠ、࿑ಇ人ݮޱগ下でͷ "* Ϗοグσーλ׆༻͕ഭͬて
いΔɻ設උཧʹ͓いて、設උϢーβーͱベンμーメーカー
通で利༻すΔプラοトϑΥーϜσーλベースͷඞཁੑ͕༧ڞ͕
ଌ͞ΕΔʣ
ɾՃՁͷݯઘ૪ʢۀاΛ͑ͨڞ通ͷݯࢿͱ֤社ݸผͷݯࢿ
ノϋʹରすΔํ͑ߟʹͭいて、ैདྷͷ日本ڝ૪ྗͷݯઘ͕
通༻すΔ͔ͱい͏؍点͔ΒݟすඞཁʹഭΒΕΔ͔しΕͳいɻ
Φールジϟύンで͋ͨΔ͖ͷはԿ͔ͱい͏͕ٞඞཁͱͳ
Δʣ
ɾগਫ਼Ӷ人ࡐͷίンϐテンシーʢ࿑ಇ人ݮޱগ下でͷ "* Ϗο
グσーλ׆༻Λͨ͑ߟͱ͖、ݶΒΕͨ人ʹඞཁͳྗΛ༧ଌして
い͔ͳ͘てはͳΒͳいʣ
　ۀͱして͜͏しͨ՝ΛղܾすΔͨΊʹは、ܦӦʵミυル
ʵݱͷ֤ஈ֊ͷϚωジメントでڞ通ʹ͑Δσーλੳ͕ෆՄ
ܽͱい͑ΔͩΖ͏ɻͱ͘ʹ、σーλੳΛܭظ࣍ըөしվળ
してい͘͜ͱ͕ۃΊてॏཁʹͳΔɻ
　し͔しݱঢ়は、ͨͱ͑設උϢーβーͷதでͷ、ܦӦͱ設උ
ཧʗอશͷ間ͷΑ͏ͳ֊間ʹ͓͚Δσーλஅ͋Ε、設ܭ
ʵӡసʕอશでͷ෦ॺ間でͷஅ͋Δɻまͨ、Ϣーβーͱベン
μーメーカーͱͷ間ͷσーλஅ͋Δɻͦ ΕͷΈͳΒͣ、ੳɾ
ղੳʹ͑ಘΔσーλͦͷͷ͕ੵ͞Εていͳいଟいɻ
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ʢ�ʣઃඋϢʔβʔのσδλϧσʔλԽのݱঢ়
　্記ͷ՝Λͻͱݴでい͏ͳΒ、ʮ্下ࠨӈͷนΛ͑Δʰ
ใ l化z ʯɦ͕ͦ͜ॏཁͱい͑Δで͋Ζ͏ɻ
*$5、*P5 ͓Αͼ "* ΕていΔ設උཧʢϚωジメントʣͷ͞༺׆͕
কདྷ૾は、ʮใ化͞Εͨσーλʹͮ͘جൈ͚ͷͳいదͳ設උ
ཧ͕࣮ફ͞ΕていΔʯͱすΔ͜ͱ͕で͖Δɻ
　͜͜で、設උཧͷ 1%$" αイΫルʹࢿすΔͨΊʹ設උཧͷ
σジλルσーλ׆༻Λͨ͑ߟͱ͖、ʮσジλルσーλ化ʯʮܭظ࣍
ըʹөで͖Δσーλੳʯʮ՝ΛղܾすΔ、σジλルɾใπー
ルͷ׆༻ʯͱい͏ �ஈ֊ͷ՝͕͋͛ΒΕΔɻ
　会͕࣮ࢪしていΔʮメンテナンス࣮ଶௐ査ʯで、͜ͷ՝ʹ
ͭいてͷݱঢ়Λௐ査しͨͱ͜Ζ、Ͳͷ՝ʹ͓いてਐはࢥ
Θし͘ͳいɻすͳΘͪ、設උཧͷ 1%$" αイΫルΛճすͨΊͷ
σジλルσーλ׆༻ΛਐΊΔ͜ͱは、ۃΊてࠔͳঢ়گで͋Δ͜
ͱ͕ࣔ͞ΕていΔʢ図表－ 1~3ʣɻ

運転・監視データ

設備診断・検査データ
（日常検査）

設備診断・検査データ
（O/H、分解点検）

故障原因分析データ

補修、整備、施工（工事）

改善データ

MP

デジタルデータ化の現状

未着 進まず 漸次進行 重要のみ 戦力化

図表－ 1　設備ユーザーの「デジタルデータ化の現状」
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運転・監視データ

設備診断・検査データ
（日常検査）

設備診断・検査データ
（O/H、分解点検）

故障原因分析データ

補修、整備、施工（工事）

改善データ

MP

次期反映できるDBの現状

未着 進まず 漸次進行 重要のみ 戦力化

運転・監視データ

設備診断・検査データ
（日常検査）

設備診断・検査データ
（O/H、分解点検）

故障原因分析データ

補修、整備、施工（工事）

改善データ

MP

デジタル・情報ツール活用の現状

未着 進まず 漸次進行 重要のみ 戦力化

図表－ 2　設備ユーザーの「次期反映できるDBの現状」

図表－ 3　設備ユーザーの「デジタル・情報ツール活用の現状」
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ʢ�ʣ͋;Εるใ技術と͏Ϣʔβʔ
　一ํ、ୈֵ໋ۀ࢈࢛࣍Λᨳ͏時代ͱͳͬて、*$5�*P5、"* ͷ
ใٕज़はʹҲΕていΔɻ設උཧʹؔすΔൣғで、下記ͷ
Α͏ͳٕज़ྫΛྻ記で͖Δʢ図表－ 4ʣɻ

ཧࣄ ઃඋཧ ӡసཧ 生産ཧ ྲྀཧ

デʔλݯࢿ 
ɹ・ηϯαʔ 
ɹ・υϩʔϯ

 ・�%  ଌܭ
 ・C"%・ը૾・ΣΞ
ɹϥϒル・όΠλル

ઃඋ理 %# 
ɹ・C"% 
ɹ・ը૾

 ・ӡసهா・ѹྗ・
ɹԹ・ӷ໘・ྲྀྔ・
ɹҐஔ・Ґ૬・ৼಈ・
ɹ"&

گঢ়࢈શମのੜ
දࣔ

ඪ४Խ 
ɹ・デʔλऩू

ॻ・Ґஔใ༷ࣄ
ઃඋ理γʔτ 
ɹ・ثػ理γʔτ

%CS・1-S・ϓϩίϯ 
ɹ・%CTBWe

モϊྲྀΕঢ়ଶදࣔ 
ɹ・R'I%

ωοτϫʔΫܗɹɹ 
ɹ・デόΠε

ϑΟʔルυόε 
ɹ・)"RT

ϫΠϠϨε 
ɹ・-18"

ݿࡏݿ 
ɹ・λϯΫӷ໘・ϩʔ
ɹɹϦʔのอશ

 ޚ੍・ࢹ
ɹ・ूܭ 
ɹ・ՄࢹԽ

ΞϥʔϜૢ࡞සղੳ
1I%・%MC 
ɹ・ॏཁઃඋのӡసঢ়
ɹɹଶදࣔ

ੜ࢈理γεςϜ 
ɹ・,1I ղੳ

ੳ・ࢧԉ 
ɹ・モデルԽ

Ϧιʔε理ࣄ ԉࢧهࣄ
ඇ定ৗ OSS・&MSS 
ɹ・ԕִࢧۀ࡞ԉ 
ɹ・ιϑτηϯαʔ

ੜ࢈ྲྀεέδϡʔ
ϥʔ 
ɹ・TOC

"I・デʔλαΠΤϯ
ςΟετཆ

༧උ理 
ɹ・OOMJOe அ

ো༧ஹ検ग़ނ ݿࡏ理

༧ଌ・܇࿅ 
ɹ・γϛϡϨʔγϣϯ

࿅γϛϡϨʔλʔ܇ ੜ࢈ྲྀ࠷適Խ

 ࣗಈԽۀ
ɹ・R1"

の࡞ॻࣔࢦશ҆ࣄ
定ۀ࡞ܕ

図表－ 4　情報技術の適用例

%CSɿEJTtrJCVteE DoOtroM TZTteN ／ޚ੍ࢄγεςϜ
1-Sɿ1BrtJBM -eBTt SRVBreT ／෦త࠷খೋ๏
%CTBWeɿ%CTBWe®ʢࡾඛέϛΧルʣ／ϓϩηεデʔλظอଘύοέʔδ 
R'I%ɿRBEJo 'reRVeODZ I%eOtJpDBtJoO
)"RTɿ)JHIXBZ "EEreTTBCMe ReNote TrBOTEVDer ／ )"RT ϓϩτίルɺ
εϚʔτثػͱ੍ޚγεςϜ·ͨࢹ γεςϜのؒの � %C�-20N"
のΞφϩά৴߸ઢ্ʹデδλルใΛૹड৴͢ΔͨΊのඪ४֨نɻ
-18"ɿ-oX 1oXerɺ8JEe "reB ／গͳ͍ফඅిྗͰɺLN ୯ҐのڑͰ
௨৴Ͱ͖Δແઢ௨৴技術ɻͱ͘ʹ「-oRB」͕͞ΕΔ

1I%ɿ1roportJoOBM-IOteHrBM-%J⒎ereOtJBM CoOtroMMer ／ 1roportJOBMʢൺྫʣ・
IOteHrBMʢੵʣ・%J⒎ereOtJBMʢඍʣの߹ΘͤͰ੍ޚ
%MCɿ%ZOBNJD MBtrJY CoOtroM ／モデル ༧ଌ੍ޚ๏のҰͭ
ඇ定ৗ OSSɿoperBtJoOT TVpport TZTteN 
&MSɿ&MeNeOt MBOBHeNeOt SZTteN 
TOCɿTIeorZ oG CoOTtrBJOtT ／੍݅の理
R1"ɿRoCotJD 1roDeTT "VtoNBtJoO ／ϩϘςΟοΫ・ϓϩηε・Φʔτϝʔ
γϣϯ
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　͜Εʹରし、設උϢーβーଆ͕ 201� 年ࡏݱでʮ�年Ҏʹࢿ
͕ܾఆしていΔత͓Αͼٕज़ͷ࣮ଶʯは、図表－ 5、6ͷΑ͏ͳ
ͱ͜Ζで͋Δʢʮメンテナンス࣮ଶௐ査ʯʣɻ
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社内データ共有
（国外）

社内データ共有
（国内）

技能・技術
伝承 企業間データ

共有

働き方改革

ノウハウ伝承

24.5 

33.3 

17.9 

47.1

40.6

40.0

38.7

35.5

33.5

28.4

25.2

13.5

7.7

7.7

5.8

5.2

3.9

各種センサー

情報管理ソフト（生産系）

通信基盤、ネットワーク

ロボット

画像解析・

DB・ビッグデータ

解析技術（AI）

予測技術（AI）

情報管理ソフト（人材系）

位置情報

ドローン

音声認識

生体認識

その他

全体（n=155）

装置（n=69）

加工（n=84）

3年以内の投資が決定している「投資技術」：該当率

図表－ 5　3年以内の情報技術投資が決定している「投資目的」

図表－ 6　3年以内の情報技術投資が決定している「投資技術」
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　ࢿతでͬͱߴい߲は、ʮੜੑ࢈ͷ্ʯで͋Δɻଓい
てʮٕज़ֵ৽ʯʮ社σーλڞ༗ʯͱͳͬていΔ͕、͜Εʹଓ߲͘
͕ஔۀ࢈ͱՃ工ཱۀ࢈ではҟͳΔɻ前ऀでは、ʮอ҆ɾࡂ
ではʮಇ͖ํվֵʯで͋Δɻऀޙ、ʯ্͕
　ܾ͕ࢿఆしていΔʮٕज़ʯでは、ʮ֤छηンαーʯ͕ͱ͘ʹ
ஔۀ࢈でେ͖いɻՃ工ཱۀ࢈では、ϩϘοトੜܥ࢈ͷใ
ཧιϑトͷ͕ࢿཱͭɻ
　図表－ 7は、ࢿͷʮతʯͱʮٕज़ʯΛΫϩスしてΈͨ݁Ռ
で͋Δ͕、ॎ࣠ʹ主ͳʮతʯ、ԣ࣠ʹબʮٕज़ʯΛしていΔɻ	
　ʮ֤छηンαーʯٕज़は、ٕज़ֵ৽ੜ্ੑ࢈ͷతʹ͞ࢿ
ΕΔ͕、อ҆ɾ্ࡂで͞ࢿΕΔɻ
　ʮ通৴ج൫、ωοトϫーΫʯは、社σーλڞ༗ʢࠃʣΛత
બ͞ΕていΔɻ࠷ʹ
　ʮϩϘοトʯʮใཧιϑトʢੜܥ࢈ʣʯは、ੜ্ੑ࢈
తでߴいׂ߹Λͬ࣋ていΔɻ͜͜でͷは、શମΛ 100ˋͱし
ͨͱ͖ͷׂ߹ͳͷで、ੜ্ੑ࢈ΛతʹʮϩϘοトʯはશମͷ
தで࠷ߴいׂ߹ͱい͏͜ͱで͋Δɻ
　ͳ͓、Α͘ͱͳΔʮղੳٕज़ "*ʯʮ༧ଌٕज़ "*ʯは、ൃ
ల్্で͋Ζ͏͔ɻʮը૾ղੳɾ�%ʯ、࣭ཧηΩϡリテΟ
ΘΕΔ͕、まͩ一෦でし͔利༻͕֬ఆしていͳࢥཱͭͱʹ্
いΑ͏で͋Δɻ
　૯͡て、ʮੜ্ੑ࢈ʯͷత͕ߴい͕、͞ ま͟まͳٕज़Λಋೖɾ
ઓཱུ͕֬͞Εてࢿͱい͑、は͖ͬΓͱしͨگ行していΔঢ়ࢼ
はいͳいΑ͏で͋Δɻ

技術革新

生産性向上

保安・防災向上

社内データ共有
（国内）

各種センサー 通信基盤、ネットワーク

画像解析・3D ロボット

DB・ビッグデータ 解析技術（AI）

予測技術（AI） 情報管理ソフト（生産系）

3年以内の投資決定している「目的×技術」：割合が高いもの（該当率構成、合計100％）

6.2 

9.9 

3.7 

3.5 

5.6 

5.6 

6.0 

5.4 

3.7 

10.7 

4.5 

6.2 

4.8 

4.3 

3.9 

4.5 7.4 

3.9 

各種センサー
通信基盤、
ネット
ワーク

画像解析
・3D ロボット

DB・
ビッグ
データ

解析
技術
（AI）

予測
技術
（AI）

情報管理ソフト
（生産系）

図表－ 7　3年以内の情報技術投資が決定している「目的」×「技術」
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�ɽ1%C" ཧαΠΫϧとใ技術の適用Ϟσϧ

ʢ�ʣ生産性向上͕ٻΊΒΕる「࿈ଓӡసプラント」

①連続生産プラントと IoT を考える視点
　ӡసࢹ੍ޚͷͨΊʹ%$4 ʗޚ੍ࢄシステϜʢ%JTUSJCVUFE	
$POUSPM	4ZTUFNʣΛ設ஔしていΔੴ༉ਫ਼ੴ༉化ֶͷプラント
では、طʹେͳͷηンαー͕設ஔ͞Ε、Ϗοグσーλղੳͳ
Ͳࢼ行͞Εて͖ͨɻ͜͏しͨੴ༉ਫ਼ੴ༉化ֶͷプラントΛ
ରʹ *P5 ʹͭいてٞすΔͱ、͓Αͦ࣍ͷΑ͏ͳݱঢ়͕ࢦఠで
͖Δɻ
ɾ一ൠʹ *P5͕׆༂すΔൣᙝͱしてlނো༧ଌz͕औΓ্͛ΒΕて͓Γ、
͜Εはނো͕͖ىΔ前ʹԿΒ͔ͷखΛすΔͱい͏༧อશʢ1.ʣ
Λఆしͨͷで͋ΔɻΦンラインϞニλリングʢ0-.ʣʹΑΔ
ঢ়ଶࢹʢ$#.ʣ、ͬͱ֦େして1".ʗプラント࢈ࢿཧʢ1MBOU	
"TTFU	.BOBHFNFOUʣͷํ͑ߟʹؚまΕΔͱい͑Δ
ɾ一ํ、ߴいੜੑ࢈でڝ૪ྗΛߴΊΔ؍点͔ΒݟΔͱ、ӡసࢹ
ద化しΑ͏ͱすΔऔΈͷԆで࠷Λޚ੍ *P5Λ͑ߟΔͷでは、ޮ
Ռは一෦で͋Γ、औΈͱしてෆで͋Δɻ設ܭɾӡసɾอશͷ࠷
ద化Λࢦすʮੜ࢈อશʯͷ؍点͔Β、ޮՌͷߴいシステϜߏ築Λ
ࢦしͨ *P5ͷऔΈ͕ඞཁで͋Δɻ༧อશʢ1.ʣͷҬʹࢭ
まΒͣ、1".ͷҬまで֦ுし͕ͨํ͑ߟඞਢで͋Ζ͏
ɾまͨ、*P5ͷ事ྫでհ͞ΕΔケースは、%$4ΑΓ1-$ʗプϩグ
ラϚϒルϩジοΫίントϩーラーʢ1SPHSBNNBCMF	-PHJD	$POUSPMMFSʣ
ͷੈքで͋Δ '"ϩϘοトʹΑΔੜ࢈ラインʹภͬていΔ͕͋ײ
Δɻطʹӡసࢹ੍ޚでߴͳ࠷ద化ӡసΛୡ成していΔ%$4
ͷੈքΑΓ、ੜੑ࢈Λ্してແ人ੜ࢈ͷୡ成Λ成ՌͱすΔͷは
1-$ଆでཱͭɻੜ࢈プϩηス、ੜ࢈ライン͕ͭ࣋リスΫͷछྨʹ
ΑͬてҟͳΔͱい͑Δ͕、ۀ࢈քશମͱしてはʮ࿈ଓӡస主ମͷ
プラントʯͷੜੑ࢈ͷٸ্͕務ͱい͑ΔͩΖ͏

②求められる「効果があるシステム」とは
　্記ͷΑ͏ʹ設ܭɾӡసɾอશͷ࠷ద化Λࢦすʮੜ࢈อશʯ
ͱしてੜدʹ্ੑ࢈༩すΔシステϜͱい͏؍点͔Β、ٻΊΒΕ
ΔシステϜʹͭいて͑ߟてΈΔʢ図表－ 8ʣɻ
ɾैདྷͷӡసࢹ੍ޚͷ࠷ద化ΛࢦすシステϜは、ʮੜ࢈อશʯ
ͷ؍点͔Β։ൃ͞ΕͨシステϜߏ成ではͳいɻʮੜ࢈อશʯ༻ʹ
։ൃ͞ΕͨシステϜͱしては、一ͭͻͱͭͷஔʹԠͨ͡システ
Ϝߏ成ΛྀߟすΔඞཁ͕͋Δ
ɾͨͱ͑、ػۭߤエンジンʹଟͷηンαーΛऔΓ͚、σーλ
ղੳʹΑͬて༧อશʢ1%.ʣΛ࣮ࢪし、ঢ়ଶࢹʢ$#.ʣʹܨ
͛ΔϞσル͕͋Δɻ͜ͷ࣮ࡍͷϏジωスϞσルΛݟΔͱ、ʮΦン
ラインϞニλリングʢ0-.ʣ�ঢ়ଶࢹʢ$#.ʣ˰ 1".ʗプラ
ント࢈ࢿཧʢ1MBOU	"TTFU	.BOBHFNFOUʣʯΛ࣮ݱし、Ϗジωスύο
ケージ化͞ΕͨαーϏスͱしてシステϜߏ築͞ΕていΔ
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ɾ͜ͷϞσルͷΑ͏ʹ、ஔʹదしͨシステϜは、ݸʑͷஔ͝ͱ
ద࠷ͷޚ੍ࢹてい͘ඞཁ͕͋Δɻ一ׅΓʹして、ӡస͑ߟʹ
化ΛࢦすシステϜͱはҟͳΔͷで͋Δɻݸʑͷஔ͝ͱʹߟ
͑、ͦͷ݁Ռߏ築͞ΕͨݸʑͷシステϜΛラインプラントでవ
Ίͨ౷߹システϜͱしてߏ࠶築で͖Ε、ޮՌͷେ͖ͳΈʹ
成ΓಘΔഺで͋Δ
ɾ͜ͷ時一ͭͻͱͭͷシステϜはベンμー͔Βͷٕज़ఏҊ͕༗ޮͳ
खஈͱ成ΓಘΔɻイノベーションは、طଘͷシステϜΛ͏ま͘
Έ߹ͤて、ΑΓେ͖ͳՃՁΛ࢈Ή͜ͱでୡ成͞ΕΔで͋Ζ͏ɻ
すͳΘͪ、ݸʑʹで͖ͨシステϜΛϞσル化し、ύοケージ化し
てల։Λਤͬてい͘தで、ޮՌͷେ͖ͳΈʹ成ΓಘΔͷͩͱ
ΒΕΔ͑ߟ
　͜͜で、ラインプラントʹෑ設͞ΕていΔηンαーɾケーϒルɾ
%$4ɾ1-$ ͳͲͷஔʹؔΘΔ設උ、࣮ࡍʹӡ༻͞ΕていΔシ
ステϜʢӡసࢧԉɾアηοトϚωジメントʢ࢈ࢿཧʣɾঢ়ଶࢹɾ
ཧɾอશใɾྼ化 %#ɾ設ܭਤ໘ɾナϨοジঝʣΛ
૯͡て、lੜ࢈インϑラz ͱݺͿ͜ͱʹすΔ
　͜ͷ lੜ࢈インϑラz ͷ؍点͔Β、%$4 ではͦͷケーϒルେ
༰ྔで、৴߸ͷΓऔΓ͔ͳΓඪ४化͞Εて͖ていΔɻ一ํ、
1-$ ではඪ४化ͳ͔ͳ͔ਐΜで͓Βͣ、ケーϒルେ༰ྔʹ
͑ಘΔͷではͳい所͕、lੜ࢈インϑラz ͷ໘͔Βは、*P5 ͷऔ
ਐΊʹ͕͋Δͱい͑Δ

＜議論の視点1＞
生産保全の視点から開発されたシステムとして
どのようにシステム構築をすればよいか

装置A

SysA

装置B

SysB

装置C

SysC

＜議論の視点2＞
個々にできたシステムを
どのようにモデル化すればよいか

＜議論の視点3＞
モデル化されたシステムを
どのようにパッケージ化
していけばすればよいか

効果の大きな仕組み

＜議論の視点4＞
保全工事・保全作業（非定常作業等）
のデータ化をどのように考えるか

＜議論の視点1-2＞
IoT化事例が
DCSよりもPLC（FAやロボット）に
偏っているのはなぜか

①保全作業や工事管理に関わるデータ
・どのようなものが存在・収集されているか
・また今後採集されるべきデータ
②データ技術
・データ採集するデバイスの機能
・どのような解析を加えると利用できる情報化が
　なされるか
③利用できる情報化
・生産性の向上を目的においた時、どのような
　「もの」か

生産性向上の効果が高いシステムの論点

図表－ 8　生産性向上の効果が高いシステムの論点
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③ “生産インフラ” と設備管理のプラットフォーム
　্ड़ͷΑ͏ʹ、ݸʑʹで͖ͨシステϜΛϞσル化し、ύοケー
ジ化してల։Λਤͬてい͘தで、ޮՌͷେ͖ͳΈʹ成ΓಘΔɻ
すͳΘͪ、
ஙߏʑのஔ͝とのγステϜݸ
ʑのγステϜのϞσϧԽݸ˰  
   ˰ l生産Πンϑラz の༥߹Խɾ౷߹Խ
ͷྲྀΕで͋Δɻ
　ύοケージ化ͷ۩ମతͳイメージは、࣍ͷΑ͏ͳͷͱͳΔɻ
ɾ*P5 化ͷج൫ͱして、設උཧシートメンテナンスϨϏϡー、
記ͷ "* ԉシステϜͳͲ͕、設උϢーβーଆͷอશσーλɾࢧ
プラοトϑΥーϜͱͳΔʢ図表－ 9ʣ
ɾプラοトϑΥーϜͷシステϜࣗମ͕、ベンμー͔Βͳ͞ΕΔ
͜ͱؚΜでいΔɻまͨ、プラοトϑΥーϜͷػΛ֎෦͔
Βखܰʹ利༻で͖ΔΑ͏ʹ、֤Ϟσル化しͨ "1*ʢ"QQMJDBUJPO	
1SPHSBNNJOH	*OUFSGBDF ʗベンμー͔Βͷٕज़ఏҊʣΛ、属͞
ͤΔͱい͏イメージで͋Δ
ɾͳ͓、設උཧシートメンテナンスϨϏϡー、記ͷ "* ԉࢧ
システϜは、ނোͷ͞ڐΕͳいॏްେܕͷプラント設උはͱ
ΑΓ、ൺֱతఀࢭʹΑΔଛࣦͷখ͞いϑΟルϜɾણҡͳͲͷライ
ンՃ工ܕで、事ނࢭリスΫݮͷ؍点͔Β༗ޮで͋Δ͜ͱ
は࣮ূ͞ΕていΔɻまͨ、ੜ্ੑ࢈ͷ؍点͔Β *$5�*P5 ͱい
͏ثͱͷ࿈͘ڧ͕ܞまΕていΔ
ɾまͨ、͜ͷࡍʹอશ工事ɾอશۀ࡞ʢඇఆৗۀ࡞ʣʹͭいてͷ
σーλ化はඇৗʹେ͖ͳཁૉͱして、ํੑΛࣔす͜ͱ͕まΕ
ていΔ

「保全計画」の網羅性を担保する
「設備管理シート」を中心とする仕組み網羅性 経済性

重点性

「設備管理シート」

計画支援システム

運転データ DCS、運転記録

設備管理記録 保全履歴

保全データ 仕様、保全内容

マニュアル・基準 DB化、電子化

全設備の保全”プラットフォーム”

統合データベース

スタッフ系 プロセス系 メンテDB

設備
総点検

寿命
予測

更新
計画

工事データ ビッグデータ化、AI

保全計画

工事・作業

「設備管理シート」
設備の部位ごとの
寿命予測を基にして、
設備ごとの保全方式を
記したシート

図表－ 9　「設備管理シート」を
　　　　　中心とする仕組み
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ʢ�ʣཧαΠΫϧ 1%C" に͓͚る՝

① PDCAから見たデジタルデータ・情報の現状
　*$5、*P5 ͓Αͼ "* ΕていΔ設උཧʢϚωジメントʣ͞༺׆͕
ͷকདྷ૾は、ʮใ化͞Εͨσーλʹͮ͘جൈ͚ͷͳいదͳ設උ
ཧ͕࣮ફ͞ΕていΔʯͱすΔ͜ͱ͕で͖ΔɻͦΕʹは、
ɾඞཁͳσーλ͕ऩूɾผɾՃ工ɾ͑ݟΔ化で、ใͱしてڞ༗
͞Ε 1%$" －ΕていΔ͜ͱʢ図表͞ڙʹ 10は、σーλɾใͷ
ྲྀΕΛத৺ͱしͨ 1%$"ඪ記ͱしていΔʣ
ɾཁ点ঝす͖͕ݟ属人化ͤͣ、෦Ϩベルまでڞ༗͞Εて
いΔ͜ͱ
͕݅ͱͳΔɻ
　ͭまΓ、͜ΕまでऔͬていΔσーλは、ผɾՃ工ɾ͑ݟΔ化
͞Εていͳいେͳๅͷ山ͱい͑Δɻし͔し、ඪ४ྨはଟա
͗て͖֮͑Εͳいͷで、σジλルٕज़で͑ΔใʹՃ工しては
͡Ίてੜ͔ͤΔɻͦͷͨΊ、ࡏݱはʮ͑Δσーλ͕ͳいʯঢ়گ
ͱ͑ݴΔɻ
　͜͏しͨݱঢ়Λ͑ߟΔͱ、Ҏ下ͷΑ͏ͳ՝ྫ͕ࢦఠで͖Δɻ

計画

記録
（フォロー）

検査／工事

解析／評価

ICT/IoT・AI への期待

課題

解決策：「A：記録」が、「P：計画」に
 利用される仕組みをつくる！
 
 ⇒　キー
 
  次期「P：計画」への提言：時期・内容・flag

課題：「A：記録」が、「P：計画」に
 利用されたことがない！
  ≒Evidenceとして作成→保管

なぜ：「A：記録」が、いい加減
 ⇒　利活用されない！

アウトプット：専用の「記録」用紙
⇒次期「P：計画」への提言
⇒「記録」用紙の項目：時期・内容・flag

設備 人

RFIDタグ タブレット

タブレット

支援
Big Data

ＡＩ

図表－ 10　設備管理
　　　　　の記録と
　　　　　情報技術
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ɾ՝ BɿlいいՃݮz ͳ༰ͷ記͕ଟいɻ設උཧ%#ͷதʹσー
λΛೖΕΔ lϋίz は͋Δ͕、σーλ༰͕࣍ճͷఏݴʢ1%$"
ͷ $ˠ "ʣʹͭͳ͕ΔϨベルではͳいɻσジλルσーλ化ͦͷ
ͷΕていΔ
ɾ՝ Cɿ工事ӡసͷ日ใʹ、時ྻܥੳʢଞͷ݅ͱͷʣ
ؔ࿈ੳ͕ͳいͨΊ、ʮ時ྻܥで͑ݟΔ化ʯ͕で͖ͳいɻまͨ、
工事ཧではσジλルσーλ化͕ۃΊてΕて͓Γ、ੜ࢈อશͷ
ఠで͖Δࢦෆेで͋Δͱ͕ੑ࢈点͔Βੜ؍
ɾ՝ Dɿσジλルใ׆༻ͷج൫ͱして、ੜ࢈อશʹ͓͚Δڞ通
ͷσーλɾプラοトϑΥーϜʢ設උཧシートメンテナンスϨ
Ϗϡー、記ͷ "* ԉシステϜͳͲʣ͕ඞཁࢧ

　্記ΑΓ、ใٕज़Λ׆༻しͨ設උཧͷʮతʯͱしてཧ
すΔɻ

˔ઃඋཧのকདྷΠメʔδɿใԽ͞Εͨσʔλにͮ͘جൈ͚の
ͳ͍適ͳઃඋཧ͕࣮ફ͞Ε͍ͯる

˔ใ技術׆用の「త」

ʢBʣ設උཧʹඞཁͳσーλ ʮ͕ू࠾ˠผɾՃ工ˠ͑ݟΔ化ʯ͞ Ε、
ใͱしてڞ༗＊1 ͞ΕΔɻͦͷใ͕ൈ͚ͳ͘ධՁ、அ͞Ε、
దͳાஔ＊2 ΕΔɻ͜ΕʹΑΓ、֤݁Ռ͕͞ࢪ͕ 1%$" ͞ڙʹ
ΕΔ͜ͱɻ

ʢCʣ設උཧͷཁ点、ঝす͖͕ݟ属人化ͤͣ、ݸผ設උͷ
෦ϨベルまでධՁஅͷϚニϡアル͕උ͞Ε、୭でԿ時で
ԿॲでऔΓग़ͤΔΑ͏ڞ༗＊� ͞ΕΔɻ͜ΕʹΑΓ、߃ৗత
ʹվળ͕ਤΒΕΔ͜ͱɻ

＊ 1ɿใ化͞ΕͨσーλʹΑΓ、֤設උͷঢ়گΛ࣮֬ʹѲし、ม化ͷஹし
ΛݕすΔ
＊ 2ɿྼ 化ͤ͞ͳいӡసཧでճ෮ΛਤΓ、༧ଌʹΑΔదͳ時ظɾํ 法Λͬ࣋
ͨ設උཧでम෮Λ࣮ફすΔ
＊ �ɿٕज़ঝͷΛղܾすΔ
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②情報技術を活用した設備管理のアイデア例

　② -1　情報技術適用の視点
　্記ᶃͷํ͑ߟͷͱʹ、ใٕज़Λ׆༻しͨ設උཧͷʮϞ
σル化͞ΕͨアイσアʯྫΛ、図表 11~16ʹࣔすɻ͜ͷྫは、࣮
していΔͷでࢤಉでऔΈΛڞ設උϢーβーͱベンμーʹࡍ
͋Δɻ
　͜ͷྫでは、設උཧͷใٕज़ద༻ΛҎ下ͷ 2点͔Β͑ߟ
ていΔɻ

（a）設備診断

ɾݕ͔ΒݪҼΛಛఆし、ޙࠓΛ༧ଌしରࡦͷཱҊΛ行͏
ɾ֤ステοプΛ *$5 ͷద༻でࢧԉすΔ
　　ҟৗͷஹީݕɿ*P5 ʴテΩストϚイニングƄˠϏοグσーλ
　　　　　　　　　　ղੳˠ "*
ҼͷಛఆɿϞニλリングஅٕज़ݪ　　
　　༧ଌ˰ରཱࡦҊɿ"* ʙ人間ܥʹΑΓ 1%$"

（b）設備管理のマネジメント（工事管理の非定常作業を含む）

ɾ設උཧͷ 1%$"Λ࣮ફʗࢧԉすΔ *$5 ͷద༻
ɾʮඪ४化ʯ˰ʮ҉ͷܗ式化ʯ˰ʮใπールΛ༻いͨใڞ༗ʯ
ʮ˰ൈ͚ͷͳいܭըͱ࠷దͳ࣮ࢪ時ظʯ͓ Αͼʮ҆શ ɾੑੜ্ੑ࢈ʯ
ɾ1%$"ͷ֤ステージΛ͙ܨɿ"Λج点ͱしͨ記ɾϑΥϩー

　② -2　「モデル化されたアイデア」例
しͨ設උཧͷアイσアྫΛࣔすɻ༺׆ϖージΑΓ、ใٕज़Λ࣍
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「ICT ／ IoT 技術」適用提案研究会 Report
定修検査・修理の ICT/IoT 技術適用モデル

MOSMS®-2019

ঢ়ݱ ใ技術Λར׆用ͨ͋͠るき࢟ʢظ͞Εる࢟ʣのྫ
用するใ技術

՝ ঢ় 1ʢܭըʣ %ʢࠪݕɾࣄʣ ̘ʢղੳɾධՁʣ ʢ̖هɾϑΥϩʔʣ

検査・هࣄ͕
用͞Εͳ͍׆

・ΤϏデϯε・ใ
࡞ॻྨͱͯ͠ࠂ
ɺอࢭʹ·ͬ
͍ͯΔ 

・͍͍Ճݮͳ༰
のه˺࣍ճの
ըΛҙࣝͨ͠ܭ
ʹͳ͍ͬͯه
ͳ͍ 

・୲ऀの技術Ϩ
ϕル্ʹͭͳ
͕Βͳ͍

ըʹө͞ܭظ࣍・
ΕϑϥάʹΑΓ
࣮֬ʹϑΥϩʔ
͞Ε͍ͯΔ

ͱࡦྼԽରܦ・
ώϡʔϚϯΤ
ϥʔରࡦのઓ
ུରԠɿઌऔΓ
Ͱτϥϒルࢭ 

・適ͳ「"ɿه
ʢϑΥϩʔʣ」
ʹΑΔɺ定ظత
ੳͱ「͑ݟΔ
Խ」のମ੍ 

ྼԽのஹީܦ・
ɺ༧࡞४ج˰
 өࢉ

・ώϡʔϚϯΤ
ϥʔ˰͓Α
ͼอશڭ͚ҭ
ྉࢿ

・ೖྗࢧԉπʔル
ʢλϒϨοτʣ

ʹΑΔهࣄ
の࡞ࢧԉɻಛ
ʹɺ࣍ճの提
 Ήʣؚ͗ܧʢҾݴ

・検査・هࣄ
ʢࣸਅ・ֆ・

දؚΉʣ

هࣄ %# ͱ "I
ֶश 

・߲のඪ४Խ
ʢ定ܕϑΥʔϜ・

ςΩετ・デʔ
λਖ਼نԽɺࣙॻʣ 

・ઃඋ理 %# の
Λར用ʢデʔه
λෆ˰લճه
のࢀরʣ 

শ໊ࣄछɺػ・
͔Βೖྗࢧԉ 

・աڈೖྗデʔλ
の "I ֶश˰୲
ऀ提案修ਖ਼の
Έ 

・ମ੍ɿੳཁһ
ʢઐʣɺੳස

 
ղੳɿ݅ྻܥ࣌・
・සのมԽ
˰ਂງΓղੳ 

・ςΩετϚΠχ
ϯά˰ܦྼԽ
ͱώϡʔϚϯΤ
ϥʔΛ୳Δ

 ݴճの提࣍
ŋ  ظ࣌
ŋ ߲ ŋ ༰ 
ŋ ༧උ 

・ςΩετϚΠχ
ϯάʹΑΔ্
Ґ߲のදࣔ

・λϒϨοτの
ػԉࢧೖྗݱ
 ث

・デʔλϕʔε 
・ղੳ技術 
・ςΩετϚΠχ
ϯά 

・"I ੳ

ঢ়ݱ ใ技術Λར׆用ͨ͋͠るき࢟ʢظ͞Εる࢟ʣのྫ
用するใ技術

՝ ঢ় 1ʢܭըʣ %ʢࠪݕɾࣄʣ ̘ʢղੳɾධՁʣ ʢ̖هɾϑΥϩʔʣ

ͱӡసใのࣄ
࿈ੳؔ・ྻܥ࣌
͕ͳ͍

ே会Ͱのใڞ༗
ͳͲの༰͕ബ͍

ըʹө͞ܭظ࣍・
ΕϑϥάʹΑΓ
࣮֬ʹϑΥϩʔ
͞Ε͍ͯΔ

・ೖྗࢧԉπʔル
ʢλϒϨοτʣ

ʹΑΔࣄใ
ͱӡసใの
ใڞ༗

ใʢઃඋࣄ」
理෦ʣ」「ӡస
ใʢৗ
検ʣ」のऩूͱ
ςΩετϚΠχ
ϯά 

・γεςϜ͔Βの
ࣗಈੜ 

・ઃඋͱނোモʔ
υͱৗ検の
ؔ࿈ 

Δ͑ݟͰྻܥ࣌・
Խ 

・ස -TBH /o-
8orET 	 ෦Ґ ŋ ݱ
 ŋ ۀ࡞ 


 ݴճの提࣍
ŋ  ظ࣌
ŋ ߲ ŋ ༰ 
ŋ ༧උ 

・ςΩετϚΠ
    χϯάʹΑΔ

্Ґ߲のදࣔ

・λϒϨοτの
ػԉࢧೖྗݱ
 ث

・デʔλϕʔε 
・ղੳ技術 
・ςΩετϚΠ

       χϯά 
・"I ੳ

（a）アイデア例 1
図表－ 11　モデル化されたアイデア例 1

図表－ 12　モデル化されたアイデア例 2

（b）アイデア例 2
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（c）アイデア例 3

（d）アイデア例 4

ঢ়ݱ ใ技術Λར׆用ͨ͋͠るき࢟ʢظ͞Εる࢟ʣのྫ
用するใ技術

՝ ঢ় 1ʢܭըʣ %ʢࠪݕɾࣄʣ ̘ʢղੳɾධՁʣ ʢ̖هɾϑΥϩʔʣ

༧උثػɺྨثܭ
ͳͲのཤྺ理͕
Ͱ͖͍ͯͳ͍

༧උػྨثܭの
ঢ়ଶѲ͕Ͱ͖ͯ
͍ͳ͍ɻอશܭը
өͳ͘ɺނো
Ͱ͖ͣࢭ

・ඪ४Խɿ༷ ŋ
理߲ʵ R' λ
άऔ͚ 

・ඪ४ԽʹΑΔཤ
ྺ理˰τϨʔ
εʹΑΔඋ / औ
ସܭը

・ೖྗࢧԉπʔル
ʢλϒϨοτʣ

ʹΑΔඋه
のೖྗࢧԉ 

のΩϟϦϒثܭ・
Ϩʔγϣϯใ
のڞ༗ 

 ݴճの提࣍・
・R' λάʹΑ
Δ֬ೝ 
ɹ・༷ / ༗ޮ

 ݶظ             
ɹ・༧උ理  

          ʢඋ ŋ औସ ŋ
           ิॆʣ

R' λάʹΑΔ୨Է  ͠
・༗ޮݶظ 
・༧උ理 
ɹݿࡏ理 

͑ݟͰྻܥ࣌・
      ΔԽ

 ݴճの提࣍
ŋ  ظ࣌
ŋ ߲ ŋ ༰ 
ŋ ༧උ 

・R' λά 
・λϒϨοτの
ػԉࢧೖྗݱ
 ث

・デʔλϕʔε 
・ղੳ技術 
・ςΩετϚΠ

       χϯά 
・"I ੳ

ঢ়ݱ ใ技術Λར׆用ͨ͋͠るき࢟ʢظ͞Εる࢟ʣのྫ
用するใ技術

՝ ঢ় 1ʢܭըʣ %ʢࠪݕɾࣄʣ ̘ʢղੳɾධՁʣ ʢ̖هɾϑΥϩʔʣ

ઃඋ理ۀʹ׆
͔͞Εͳ͍ઃඋ
理ج४ʢઃඋ理
γʔτɺثػผ
理ج४ʣɻઃඋ
理デʔλのϓϥο
τϑΥʔϜʢڞ௨
൫ʣ͕Ͱ͖͍ͯج
ͳ͍

ઃඋ理ج४Λج
ʹͨ͠ใのڞ
༗͕Ͱ͖͍ͯͳ͍

ʻొʼɿ׆用の
͖͔͚ͬᶄ 

・デʔλの修
ਖ਼ɿ「ઃඋ理Ϩ
Ϗϡʔ」ʢ"ɿه
ʢϑΥϩʔʣʣ
˰ઃඋ理 %# 

・ઃඋ理 %# 
ɹ・ઃඋཤྺ 
ɹ・検査அ 
ɹ・ण໋༧ଌ 

・ϑϥάʹΑΓ
       ࣮֬ʹϑΥϩʔ

ʻࢀরʼɿ׆用の
͖͔͚ͬᶅ 

・λϒϨοτの
ػԉࢧೖྗݱ
Λ用͍ͨデʔث
λࢀর 
ɹ・֬ೝ߲ 
ɹ・அج४ 
ɹ・検ऩ߲

ʻ検ࡧʼɿ׆用の
͖͔͚ͬᶆ 

・ઃඋ 
ɹ・ஹީ 
ɹ・ނো 
ɹ・τϥϒル 

・ӡస 
ɹ・ӡసཤྺ /

            ݅ 
ɹ・ӡసデʔλ 
ɹ・ӡసࢽ

ʻөʼɿ׆用の
͖͔͚ͬᶃ 

・ઃඋ理Ϩ
Ϗϡʔ 

 ݴճの提࣍・
ɹŋ  ظ࣌
ɹŋ ߲ ŋ ༰ 
ɹŋ ༧උ 
ɹ・ԣల։ 

・ઃඋ理デʔλの
ϓϥοτϑΥʔ
Ϝʢڞ௨ج൫ʣ 

・ઃඋ理γʔτ
の %# Խ 
ɹ・ӡస݅ /

࣭ࡐ             / ෦Ґ 
ɹ・ൃੜଅਐཁ

            Ҽ / ण໋ධՁ 
ɹ・࣍ճ検査 /

             ิ修ظ࣌ 
ɹ・理߲ /

            ાஔ߲ࣄ 
ɹ・理ख๏の 

 ͚͍            
・λϒϨοτの
ػԉࢧೖྗݱ
ث

図表－ 13　モデル化されたアイデア例 3

図表－ 14　モデル化されたアイデア例 4
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「ICT ／ IoT 技術」適用提案研究会 Report
定修検査・修理の ICT/IoT 技術適用モデル

MOSMS®-2019

ঢ়ݱ ใ技術Λར׆用ͨ͋͠るき࢟ʢظ͞Εる࢟ʣのྫ
用するใ技術

՝ ঢ় 1ʢܭըʣ %ʢࠪݕɾࣄʣ ̘ʢղੳɾධՁʣ ʢ̖هɾϑΥϩʔʣ

อશࣄ理のੜ
ෆे͕ੑ࢈

͕گのਐঢ়ࣄ
Ͱ͖͍ͯͳ͍ɻϜ
μ͕ഉআͰ͖ͣɺ
ޮԽͰ͖ͳ͍ɻ

理߲のඪࣄ・
४Խ 

・ରઃඋʹ R'
λάऔ  ͚
ɹ・༷ࣄ ŋ ࡞
खۀ  ॱ
ɹ・༧ϚϯΞ

ɹɹϫʔʢM)ʣ/
ɹɹεΩル 

ɹ・ॏػ / ਾ /
ɹɹ    ࣏۩ 

ɹ・҆શાஔ /
ɹɹ   อޢ۩

گのਐঢ়ࣄ・
Ѳ 

・λϒϨοτの
ثػԉࢧೖྗݱ
ʹ R' λάಡऔΓ
 ػ
ɹ・҆શાஔ / อ

ɹɹɹޢ۩ 
ɹ・ཱ会 / ணڐ

ɹɹɹՄ 
ɹ・Ψεೱ 
ɹ・ࡐྉ༷ / ࡏ

ɹɹɹݿ 
ɹ・ۀ࡞ใ / ࣮

ɹɹɹ M) 
ɹ・理߲ࣄ / క

ɹɹɹτルΫ

 ΔԽ͑ݟ理のࣄ
ɹ・ఔ理 
ɹ・ਐ 
ɹ・ࣄલ҆શાஔ 
ɹ・ޮԽ検౼ 
ɹ・ܭըのଥ  ੑ
ɹ・վળࡦの検౼

ɹ࣮ࣄ࡞ࢧԉ 
ɹ・ఔ /M)/

             ॏػ・・ 
ɹ・検査 / ࣄ

 ه             
ɹ・ଌ定ه 
ɹ・༷ࣄॻ 
ɹ・վળܭըॻ 
ɹ・อશج४の

ɹɹɹվ定

ॻの༷ࣄ・ %#
Խ 
ɹ・໊ࣄশ /

खۀ࡞                ॱ
ɹ・ۀ࡞ / ৬छ 
ɹ・ඞཁ֨ࢿ /

              εΩルϨϕル 
ɹ・༧ / ࣮

              M) 
ɹ・҆શાஔ /

              อޢ۩ 
ɹ・ॏػ /  ۩࣏

・ώϡʔϚϯϦϨʔ
γϣϯの %# Խ 
ɹ・৬छ / ࢿ  ֨
ɹ・εΩルϨϕル 
ɹ・डڭߨҭཤ  ྺ
ɹ・ೖߏཤ  ྺ

・λϒϨοτの
 ثػԉࢧೖྗݱ

・R' λάɺಡऔ
Γػ

ঢ়ݱ ใ技術Λར׆用ͨ͋͠るき࢟ʢظ͞Εる࢟ʣのྫ
用するใ技術

՝ ঢ় 1ʢܭըʣ %ʢࠪݕɾࣄʣ ̘ʢղੳɾධՁʣ ʢ̖هɾϑΥϩʔʣ

Δઃඋ͕ܨʹ্
理のޮՌղੳ͕
ͳ͞Ε͍ͯͳ͍ɻ
ύϑΥʔϚϯεΛ
ొ・ࢀরͰ͖Δ
ϓϥοτϑΥʔϜ

ʢ౷߹ %#ʣ͕ͳ͍

վળͱύϑΥʔϚ
ϯεʢޮՌʣ࣮
Λ検͢ࡧΔػ͕
ͳ͍

・ύϑΥʔϚϯε
の定ٛ 
ɹ・ίετ /

           ৴པੑ 
ɹ・৫ / ํ 
ɹ・จॻن定 /

 ෩ۀا            
ɹ・MOSMS「อ

            શਫ४ධՁ」 
ඪԽࢦ・

・ৗۀのߦ
˰ࣗવʹ࡞͞
ΕΔ %# 
ɹ・༧ࢉ理 S:S 
ɹ・τϥϒル

             ใ S:S 
ɹ・ཁһ %# 
ɹ・ઃඋ理 S:S 
ɹ・άϥϑΟΧ

             ルදࣔ
           ʢۀࣄॴʣ

・"IɺR1"ʢϩϘ
ςΟοΫ・ϓϩ
ηε・Φʔτϝʔ
γϣϯʣ 
ɹ・検ࡧ 
ɹ・ऩू 
ɹ・͑ݟΔԽ 
ɹ・ੳվળ

 ݴճの提࣍
ŋ  ظ࣌
ŋ ߲ ŋ ༰

・౷߹ %#

図表－ 15　モデル化されたアイデア例 5

図表－ 16　モデル化されたアイデア例 6

（e）アイデア例 5

（f）アイデア例 6
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�ɽ生産性向上のͨΊの「%」のண

ʢ�ʣ技術の࣮ࡍ適用Λ͑ߟる上Ͱの߲ࣄྀߟ
　ใٕज़Λ࣮ࡍʹద༻すΔ্でͷج本తͳྀߟ事߲ͱして、下
記͕͋͛ΒΕΔɻɻ

①情報技術適用におけるプラントユーザーの現状
ɾੴ༉化ֶɾੴ༉ਫ਼Λ代දͱすΔプラントでは、ੜ࢈ʢӡసʣʹ
͓͚ΔϞσル化͕͔ͳΓఆまͬて͓Γ、法نʹΑΔѹྗ۠͝ͱ
ಛघԠ設උͷԹɾѹྗࢹͷଞ、࣭ཧͷͨΊͷηン
αー設ஔ͕ͳ͞Ε、%$4ʢEJTUSJCVUFE	DPOUSPM	TZTUFNʣでߴͳ
ʹΛしていΔɻ͞Βʹは、プϩηス্ޚ੍ )";01ʢ)B[BSE	BOE	
0QFSBCJMJUZ	4UVEZʣΛऔΓࠐΈ、҆શ֬อͷͨΊʹηンαーͷ
ͷͣΕʹΑΔӨڹ֬ೝ͞ΕていΔɻし͔し、設උཧʢஅͱ
ϚωジメントʣΛすΔͨΊͷシステϜは͑ߟΒΕていͳい
ɾ	͜͏しͨプラントは、อ҆໘͔Β͖ͭいηΩϡリテΟ͕՝ͤΒΕ
ΔɻͦͷͨΊ、ΦンプϨʢࣗ社Ϋϩーζʣで࣮ࢪして͖ͨʢσー
λӡ༻、װجシステϜ、σーλαーόʣɻまͨര͕݅、η
ンαーແઢಋೖͷ͔ͤʹͳͬていΔ
˰　し͔し、ࣗ主อ҆ͷํੑͳͲ、͜ΕまでͷৗࣝʹറΒΕա
͗Δ時代ではͳいͱい͑Δɻۙいকདྷͱして、スϚϗʹΑΔσー
λ֬ೝߴいΫラυηΩϡリテΟͷ࣮ݱ、ແઢでͳ͘て༗
ઢ͑ߟΒΕΔʢരでແઢ͑ͳいঢ়گは、ճආ͞Εͭͭ͋
Δʣɻͦͷաఔで、ΫϩーζυͷΦンプϨͷ֮ײݟ͟͞ΔΛ
ಘͳ͘ͳΓ、Ϗοグσーλͷ׆༻ʹいΑいΑೖͬてい͚Δ

②情報技術適用における人に関する側面

ɾࡏݱ、設උϢーβーͷதでใٕज़ͷ׆༻Λ۩ମతʹਐΊていΔ
人は૯͡て、ྑいҙຯでͷ lΦλΫz で͋Δɻळ༿ݪでࣗΒௐୡし
ͨ෦でࣗΒシンプルͳシステϜΛΜでしま͏Α͏ͳイメージ
ͷ人ͩ
ɾlΦλΫz తͳ࣭ࢿΛޮՌతʹ׆༻で͖Δ人事ࡦࢪ͕ඞཁͳ時
代ͱい͑Δɻͨͱ͑υϩーンで、ミニυϩーンで͋Ε੍ن
ֻ͕͔ΓいͳͲͷൃは lΦλΫz ͔Βग़て͘Δɻ
ɾݱঢ়は、ΦλΫͱݴΘΕΔΑ͏ͳํ͕ؤுͬていΔ͕、কདྷΛߟ
͑Δͱ *$5 化ʹΑΓඞཁͳใ͕ඞཁͳ時ʹಘΒΕΔΈ͕ඞ
ਢで͋Δɻʮ͖֮͑Εͳいඪ४ʯͳͲは時間Λ͔͚てҭ成すΔํ法
͔Β٫͕Մで、ͦͷ͜ͱʹΑΓੜੑ࢈Λ্ͤ͞Δ͜ͱ͕Մ
で͋Ζ͏
ɾ͞ΒʹプϩジΣΫトۀ務ͳͲでは、ඞཁͳࢿྉͷ୳ࡧʹཁすΔ時
間͕૯時間ͷ �ׂʹୡすΔͱݴΘΕて͓Γ、*$5 化でͷ্͕ඞਢ
で͋Δ
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③情報技術適用における「効果のマキシマム化」
ɾՕ所Օ所ͷஅΛ lͭͳ͛Δz͜ͱで、ͬࢥてΈͳ͔ͬͨޮՌʢϚ
ΩシϚϜͳޮՌʣ͕ग़て͘Δͱい͏ൃ͕ॏཁͱͳΔɻ
ɾ͜Εまでͷʮαンプリング౷ܭղੳʯ͔Βʮશ౷ܭղੳʯ͕Մ
ͳ、ϏοグσーλղੳʹҠ行で͖ΔՄੑ͕͞ࢦΕていΔ

ʢ�ʣ࠷ޮՌతͳใ技術の適用ྖҬ
ԠすΔΑ͏ݺ、ΒΕていΔ͕͛ܝ্͕ੑ࢈ͱしてੜࡦࢪͷࠃ　
ʹ法੍نͷ؇和ਐΜで͓Γ、*$5	�*P5、"* ใٕज़ͷڥ༺׆
ͱして、ʢ1ʣʹՃ͑Ҏ下ͷ点ʹཹҙすΔඞཁ͕͋Δɻ
ᶃྸߴ化ͱ࿑ಇ人ޱͷݮগΛड͚て、֎ࠃ人ɾऀྸߴɾঁੑͷ׆
༻ʢྗΛआΓΔʣͱい͏ํੑͷڧ化
ᶄ࿑ಇ時間ॖʢすͳΘͪ事ʢྔʣʣΛݮΒすํɻैདྷଟいは
ͣͷͭいでͷ事ΛݮΒし、ඞཁͳͷし͔ΒͳいΑ͏ʹ、ܭ
ըͷʮతதʯΛ্͛Δ͜ͱ
ᶅ事ͷޮͦͷͷΛ্͛Δํ
　͜͏しͨ؍点͔Β、ٕज़ద༻ͷతͱして࿈ଓੜ࢈プラントͷ
ʮੜ্ੑ࢈ʯ͓Αͼʮ࿑ಇ時間ॖʯΛஔ͘ͱ、1%$" ͷதで
ใ化ͷΕΛࢦఠで͖Δʮ%ʯͷ෦͕Ϋϩーζアοプ͞ΕΔɻͱ
͘ʹͦͷதͷ、ʮ工事ʗݕ査ͷ४උ˰࣮ࢪ˰֬ೝʢݕऩʣ˰Ҿしʯ
ͱい͏খ 1%$"ʢαϒαイΫルʣΛճす෦ʹใٕज़ͷద༻͕
－ΒΕΔʢ図表͑ߟ 17ʣɻ

A P

DC

反映 計画

評価 実行

連続運転プラントの
設備管理サイクル

A P

DC

引渡し

確認
（検収）

工事／検査
の準備

実施

サブサイクル

定期検査・修理

情報化が
最も遅れている！

ICT/IoT、AI

適用

図表－ 17　生産性を向上させる「D」のクローズアップ
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　͞Βʹ、ੜ্ੑ࢈Λ lنͷ؍点＊zʢޮՌʣ͔ΒߜΓࠐΉͱ、
͜ͷαϒαイΫルͷʮ%ʢ࣮ࢪʣʯ͕ ༏ઌͷߴいλーήοトͱͳΔɻ
΄͕େ͖いରن事ྔ、ཁ員ͷ、ֹۚʹ点ɿେ工事ͷΑ͏؍ͷن＊
　　　　　　　Ͳద༻ޮՌ͕େ͖い

　͜ΕΒ͔Βใٕज़ͷద༻Λ͑ߟΔ͖ॏཁͳテーϚͷ一ͭͱ
して、ʮఆम工事ʯʹ͓͚Δੜੑ࢈ͷ্͓Αͼ࿑ಇ時間ॖͷ՝
Λ͋͛Δ͜ͱ͕で͖Δɻഎܠʹは、工事ͷݩ͕ۀاಇ͘人Λ
ूΊΒΕͳ͘ͳͬて͖ていΔ͜ͱ͋Δɻ
　͜ͷ՝は設උϢーβー、工事ݩ、工事会社すてʹま͕ͨͬ
て͓Γ、͜Εʹରして、ͲͷΑ͏ͳํ͑ߟ͕ࡦΒΕ、ͦͷதでͲ
ͷΑ͏ͳ *$5、*P5、"* Λ׆༻ʢଞ͔ΒͷҠసؚΊʣまͨは
։ൃすΔ͔Λ͑ߟてい͖͘で͋Δɻ

�ɽ「ఆमࠪݕɾमཧ」の生産性向上ظ

　্ड़ͷΑ͏ʹ、ʮఆम工事ʯʹ͓͚Δੜੑ࢈ͷ্͓Αͼ࿑ಇ時
間ॖͷ՝は、設උϢーβー、工事ݩ、工事会社すてʹま
͕ͨͬて͓Γ、͜Εʹରして、ͲͷΑ͏ͳํ͑ߟ͕ࡦΒΕ、ͦͷ
தでͲͷΑ͏ͳ *$5、*P5、"* Λ׆༻ʢଞ͔ΒͷҠసؚΊʣ
まͨは։ൃ͕͑ߟΒΕΔ͔Λݟてい͘͜ͱͱすΔʢ図表－ 18ʣɻ
　本ݕ౼ͷରは、プラント 4%.ʢシϟοトμンメンテナンスʣ
ͷΑ͏ͳେنఆमதで、ଟྔʹ事Λ行すΔʮݩػʯͱ
い͑、͞Βʹ �0 ໊Ҏ্͕一ͭͷ所でۀ࡞すΔ࿑ಇ҆શӴੜ法্
ͷʮ҆શӴੜ協ٞ会ʯͷ設ஔ͕ٛ務͚ΒΕΔܭըͷಧ͚Λඞཁ
ͱすΔʮػํݩʯ͕ੜ্ੑ࢈ͷରで͋Δɻ
　ͨͱ͑ߴѹΨスอ҆法下ͷಛఆೝఆ事੍ऀۀでは、工事҆
શཧ͕ݫし͘ٻΊΒΕていΔɻ͜͏しͨഎܠΛ前ఏͱして、ੜ
てい͘͜ͱʹͳΔɻ͑ߟΛ্ੑ࢈

ʢ�ʣอશࣄにؔする lϜμz のଆ໘
　্記 �ʢ2ʣᶅʮ事ͷޮͦͷͷΛ্͛Δํʯ͕、ใٕ
ज़ద༻ͷதで *$5 化ʹΑΔޮՌ͕࠷ظで͖Δで͋Δɻ
　ʮఆम工事ʯでは、工事༰ͷมى、ࢭఀ、ߋಈૢ࡞時ʹग़ݱす
ΔՃ工事͕Ϝμͱしてେ͖͘、事ͷޮΛ下͛ていΔɻ
すΔෆ۩߹ʹରԠすΔՃ工事͋Δݱൃʹ時࡞ಈૢىɾࢭఀ　
ըͷෆඋܭ、͕ lࢥい͖ͭz でൃੜすΔมߋʹ͏Ճ工事ͳͲ
͕ �ׂʹୡすΔ߹͋Δɻ
　͜ΕΒは工事ܭըͷॆ࣮ΛਤΔ͜ͱでϜμΛഉআで͖Δͱ͑ߟ
ΒΕ、͕͜͜ *$5 化ͷϙイントͱͳΔɻ2ʢ2ʣཧαイΫル 1%$"
ʹ͓͚Δ՝で্ड़しͨ՝ Bʮσーλ༰͕࣍ճͷఏݴʢ1%$"
ͷ $ˠ "ʣʹͭͳ͕ΔϨベルではͳいʯయܕతͳྫͱい͑Δɻ
　まͨ、อશ工事ʹؔすΔ	lϜμz ͱして、下記͕͋͛ΒΕΔɻ
ɾ工事ݱͷʮೖɾୀʯͷ͕ͪ、ま͞ʹϜμͷయܕʢし͔し、ʮೖɾ
ୀʯޮ化ʹؔして、ηΩϡリテΟ໘Λ֎す͜ͱ͕で͖ͳいʣ
ɾܭըͲ͓Γ行͔ͳいͱい͏Ϝμ
ɾΦーόーϗールͷप͕ظසൟす͗ΔͷϜμ
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元請けの業務 翌日計画

翌日計画（作成）

翌日計画

翌日計画

翌日計画

翌日計画

設備ユーザー

当日結果（報告）

作業責任者

現
場
確
認

受付許可←安全対策
・液抜き洗浄
・高所：縄張り、標識、監視人
・槽内　O2 検知
・火気対応（ガス検知、縁切り・・）

現場立会い者（ユーザー）
ユーザーの製造が　許可ユーザーの製造が　前日準備

許可
ユーザーの
工事部門へ

大スケジュール

小スケジュール（作業日報）

・工程
・安全会議
・調整

事前安全対策・処置

工事管理

受付

外注／下請け
OK

構内への入退場

統括による調整
（工程）会議

大規模・定修　「保全工事」の daily work のフロー

：元請業務の効率化ができていない

：ユーザー業務の効率化ができていない

①

②

③

④

⑤

：元請業務の手順数

図表－ 18　元請を中心とした保全工事のフロー（1日単位）

　まͨ、อશ工事は、事ྔでେま
͔ʹ͚Δͱ、Ҏ下ͷΑ͏ͳׂ߹ʹ
ͳΔʢ図表－ 19ʣɻ
ɾܭըɿ�0ˋ
ɾܭը֎ʢՃ工事ʣɿ�0ˋɿ༰ͷ
มࢭఀ、ߋɾىಈૢ࡞時ʹग़ݱすΔ
Ճ工事͕Ϝμͱしてはେ
ɾʮܭըʯͷ༁は、
ʢBʣఆ ɿྫ4ׂɻ͜ͷはルーテΟ
ン、まͨはपظతɻաपظͷ
ϜμΛؚΉɻ
ʢCʣඇఆྫɿ�ׂ

保全工事の内訳

計画内非定例
42%

計画内
70%

計画内定例
28%

計画外（追加
工事）
30%

図表－ 19　保全工事の内訳

Δの͢ࢪͰඞ࣮ͣۀ࡞ΛΘͣ௨ৗثػɿۀ࡞ը定ྫܭ・
検査݁Ռのࢹのঢ়ଶʑのঢ়ଶثػɿۀ࡞ըඇ定ৗܭ・

அʹΑΓରԠ͢Δۀ࡞ɺॴڥʹΑͬͯ๏͕छʑ͋
Δのɻվ・վળɺߋ৽ɺॏۀ࡞ػͳͲ
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ʢ�ʣࣄडଆ͔Βݟるඇޮ性
　工事डଆ͔ΒݟΔͱ、ٕ下ɾ事ͷग़དྷΔ人͕ݮগして
͓Γ、Ҏ下ͷΑ͏ͳ事߲͔Β૿ՃしていΔʮۀΛい͔ʹݮΒす͔ʯ
ʹ಄Λ๊͑ていΔɻ
ɾϢーβー͔Βఏࣔ͞ΕΔ工事༷ॻ͕ lラϑz ʹͳͬて͖ていΔ
ͨΊ、࣭ٙΛ܁Γฦしͳ͕Β工事༷Λ֬ఆͤ͞Δʢ%FWJBUJPO	
-JTUʣํ式͕૿Ճ
ɾ工事Λண工すΔͨΊͷཧॻྨʢྫɿՃ工事ͷੵݟॻ、ࢪ工ཁ
ྖॻ、工事ڐՄॻʢՐ気ɾॏػɾೖ૧ʣ、ࣔࢦۀ࡞ॻɾґཔॻ、
査ใʣ͕ैདྷΑΓ૿Ճݕ、༧ݥة
ɾ設උϢーβーͷԿͷڐՄ͕社తʹඞཁʹͳͬていΔͨ
Ί、4%.ࢪ工தͷϢーβーʹΑΔݕ査݁Ռͷஅʢิमͷཁ൱ʣ
͕ैདྷΑΓ͘ͳΓ、工ظͷऴ൫ʹิम工事͕ूத
　まͨ、工事会社では、人Λ࠾༻して৬ऀ͕ଟ͘、若いੈ代
はैདྷ༧ΑΓང͔ʹ時間࿑ಇͱͳΔͷΛͬݏていΔΑ͏で͋
Δɻ͜ͷ時間࿑ಇͷݪҼは、େ͖͘ 2ͭ͋Δɻ
ɾݱ͔Β事務所ͬؼて͔Βͷॻྨ࡞成
ɾϢーβー͝ͱͷใࠂॻྨͷ૿Ճ
　͞Βʹ、工事҆શͷ໘͔Βは、ݩऀۀは1日ʹ1ճ、ݱͷ८ࢹɾ
ύトϩールΛしͳ͘てはͳΒͳいʢ࿑ಇ҆શӴੜنଇୈ ��� ʢ࡞
	ʣʣɻࢹ所ͷ८ۀ

　͜ΕΒ͔Β、ݩۀ務ͷޮ化͕で͖ていͳいͱ͜Ζʹয点Λ
、しͨɻすͳΘͪ౼ݕてͬߜ
ᶃେنఆमʢ4%.ʣͷ工事ݱͷʮೖɾୀʯޮ化
ᶄ工事ͷڐۀ࡞Մʢडͱਐཧʣޮ化
ᶅཌ日ͷ工事ܭըʢۀ࡞日ใʣ࡞成ޮ化
で͋Γ、͜ΕΒテーϚͷ༗ޮͳʮϞσル化͞ΕͨアイσアʯΛݕ
౼しͨɻ
　ͳ͓、ϏοグσーλղੳΛ前ఏͱしͨʮテΩストใͷσジλ
ルσーλ化ʢϢーβーͷ日ʑσーλʢ日ใʣ͓Αͼ工事記ʣʯ
ʮΦンラインࢹͷٕज़ྖҬʢৄࡉͳ設උஅͱͷࠩҟʣʯͷ
テーϚͱしͨɻ౼ݕ会でͷػはผͷ౼ݕ
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�ɽΞΠσΞϞσϧ �ɿେنఆमʢ4%.ʣのݱࣄ
の「ೖɾୀ」ޮԽ

　ੴ༉化ֶɾੴ༉ਫ਼͓Αͼమ߯Λは͡ΊͱすΔプラントでは、
日ৗอશҎ্ʹ 4%.ʢシϟοトμンメンテナンス、େܕఆमʣ
でͷอશ工事ʹؔΘΔඅ༻、ۀ務ྔ͕େ͖いɻまͨ、4%.ʹؔす
Δۀ務ޮ化͕、্記ニーζʹΊΔׂ߹ͱしてେ͖いͷͱい
͑Δɻ
　し͔しͳ͕Β、ݸผۀاでղܾすΔʹは࣍ͷΑ͏ͳ点でࢿし
いঢ়گで͋Δɻ
ɾ4%.は 2d4 年͝ͱʹ࣮͞ࢪΕ、ຖ日ൃੜすΔ߃ৗతͳରでは
ͳいͨΊ、ݸผͷۀاʢ設උϢーβーʣ͕ࠜ本తͳղܾΛਤΔͨ
ΊͷࢿΛ͑ߟʹ͘い
ɾݸผۀاではͳ͘、ڞ通ͷղܾプラοトϑΥーϜΛٞすΔඞ
ཁ͕͋Δɻし͔し、設උϢーβーଆͷۀք団ମͱ工事ଆͷۀք団
ମ͕、ಉ͡ඨで͜͏しͨテーϚΛٞすΔػ会͕গͳいɻϢー
βー、ݩ、工事会社ʹま͕ͨͬͨでݕ౼すΔඞཁ͕͋Δ

ʢ�ʣ「ೖୀޮԽ」ݕ౼のཧ༝
ೖは、時ߏఆमʢ4%.ʣͷنͷେن所千人ݸ1　
間ʙ日΄Ͳͷ時間ΛཁすΔͳͲ、͜ͷޮ化ΛਤΔ͜ͱは工事
ͷ࣮時間ͷେ෯ͳ֬อͷΈͳΒͣ、工事ظ間ͷॖʹد༩すΔ、

定修構内

定修現場への「入・退場」課題

入門守衛

近所迷惑！
数キロ大渋滞！

渋滞するクルマ

“本人確認” で
並ぶ工事要員

一々降車！

入るだけで
数時間！

退場管理は
不問？

元請はユーザーの
数だげ束で
用意

本人確認
確認につぐ確認

…

入
門
許
可
証

入
門
許
可
証

図表－ 20　定修現場への「入・退場」の課題
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すͳΘͪతͳੜ্ੑ࢈ͷޮՌΛࠐݟΊΔͷで͋Δʢ図表
－ 20、21ʣɻ
ೖʹ時間ΛཁすΔ事༝は、ʮ人ʯ͓Αͼʮं྆ʯͷ本人ߏ　
֬ೝʹ時間ΛཁすΔͱ͜Ζ͕େ͖いͱい͑Δɻೖͪͷ工事ं
྆は公ಓΛ૬ͷڑで͗࠹ʢ߹ʹΑͬてΩϩʣ、ۙྡڥ
Λ͔͚ていΔɻ

ʢ�ʣ「ೖୀޮԽ」のΞΠσΞϞσϧ
ɾ工事ݩ会社は、ೖすΔ本人֬ೝカーυΛϢーβーผʹେʹ
所࣋していΔɻೖͷࡍは、本人֬ೝͷͨΊ工事ं͔྆Β下ंし、
一人ͻͱΓ֬ೝすΔͨΊେͳ時間͕͔͔Γ、ं྆ौしてい
Δɻं͔྆Β下ंしてͷ本人֬ೝΛճආしͳいݶΓ、ղܾʹ至Β
ͳい
ɾʮ本人֬ೝʯ͓ Αͼʮ工事ڐՄূʯͱして、༧ΊใΛొし ʢͨま
ͨは %#ʹアΫηスで͖Δʣ*$ カーυ༷Λ利༻で͖Δɻࢿはで
͖Δ͚ͩ͑ΔͨΊʹ、l͋Γͷͷカーυz ͷ利༻͕͑ߟΒΕΔɻ
l͋Γͷͷカーυz ͷྫͱして +3 ౦日本ͷʮ4VJDBʯは、ަ通ܥ
*$ カーυʹֶੜূΛ載してେֶੜͷ本人֬ೝʹ༻し࣮͕ͨ
͋ͬͨɻまͨ、通ৗͷ࣓気カーυʹෳͷใΛͤてӡ༻すΔ
ケース͑ߟΒΕΔʢ図表－ 22ʣ
ɾ一ํ、ं྆ͷݻ༗ೝࣝはʮ&5$ ं載ثʯΛ༻で͖Δʢ&5$ カー
υではͳいʣ
ɾंͷ人ͷ֬ೝは、人ը૾Λ事前ొしアプリΛհして֬ೝす
Δ、人ը૾Λ事前ొしʢंͷままʣେը໘ը૾ʹөしてकӴ
͕νΣοΫすΔ͕͑ߟΒΕΔ

定修構内

定修現場への「入・退場」理想

入門守衛

降車なし！

入
門
許
可
証

入
門
許
可
証

周辺渋滞なし！

他の分析にも使える
入退場管理データ！

ラクラク本人確認

全国共通

すぐ入場！

図表－ 21　定修現場への「入・退場」の理想
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要員情報DB
ソリューションの
最適な
組み合わせ！

本人確認

ETC 車載器

入門許可証

ユーザー

元請

第三者機関

システム
ベンダー

・教育記録
（安全 /入場）
・JOB
（人数、必要資格）

所属・配置
工事スケジュール

個別アプリ
（入退場管理など）

・個人情報保護
・基本個人情報
（顔写真など）
（年齢、性別、
　国籍・・）
・個人スキル情報
（保有資格、
　業務経験・・）

Data Base
Data Base

Data Base

Data Base

定修構内
入門守衛

降車なし！

入
門
許
可
証

入
門
許
可
証

周辺渋滞なし！

他の分析にも使える
入退場管理データ！

ラクラク本人確認

全国共通

すぐ入場！

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

車両識別

解決！

ノー降車本人確認

守衛

ラクラク
確認！

顔
写
真

図表－ 22　「入退場効率化」のアイデアモデル
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事ܭըʹԊͬͨं྆ͷ༠ಋ、ߏͷौճආͳͲʣ͕で͖Δで͋
Ζ͏し、プラントʹ *$ カーυͷήートΛ設͚Ε、人ͷಈ͖ʢ工
事ਐ、ஔௐͳͲʣ͕ΑΓޮతʹͳΔで͋Ζ͏ɻ
　͞Βʹ、σーλੳʹΑΔ副ޮ࣍Ռ͕͋Δɻͨͱ͑、ೖͩ
͚でͳ͘、ୀσーλऔΔ͜ͱʹͳΔͷで、Ҡಈܦ࿏ɾೖ
所　ͷσーλ͔Β、ಓ࿏ࠞࡶͷ社会త՝ͷղܾ、工事ͷϐー
Ϋௐૅجσーλʹͭͳ͕Δͷͱ͑ߟΒΕΔɻまͨ、ສ一ͷ
߹ͷආ༠ಋ、ඃࡂঢ়֬گೝͳͲʹཱͭで͋Ζ͏

　͞ΒͳΔݕ౼ͷٞΛਂΊ、ޮ ՌతͳʮϞσル化͞Εͨアイσアʯ
ͱして֬ఆしͨஈ֊で、設උϢーβー、工事ऀۀ、ٕज़ベンμー
ͷ ྉ͞ΕΔɻࢥඞཁʹͳΔͷͱ͕ݧՃすΔ࣮ূ࣮ࢀ͕ऀ�

�ɽΞΠσΞϞσϧ �ɿࣄのڐۀ࡞Մʢडとਐཧʣ
ޮԽ

　
　্ड़しͨʰ4ɽʮఆमݕ査ɾमཧʯͷੜظ্ੑ࢈ʱでड़ͨ
Α͏ʹ、อશ工事ʹ͓͚ΔϜμは͞ま͟まͳཁૉ͕ࠞࡏして͖ى
ていΔɻ

ʢ�ʣઃඋϢʔβʔɺݩの୲
　ͦ͜でまͣ、工事ͷۀ務୲ʹணしͨϑϩーΛਤࣔすΔʢ図
表－ 23ʣɻ
　設උϢーβー間でӡసʢૢۀʣͱอશʢ設උʣͷ୲͕͋Γ、
工事ࢪ工ଆはݩΛத৺ͱしてׂΛ୲͏ɻ
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（設備ユーザー／運転部門）（工事元請） （設備ユーザー／保全部門）

予算作成

工事安全
管理

（発注者責任）

補修・検査
検討

（重要物件）

検収

検査

検収

検査

自主

検査

補修・検査
検討

（一般物件）

工事安全
管理

（受注者責任）

指示
指導

寄与

承認

確認
指導

承認

承認

指示
指導

見積作業

工程作成
仕様書作成

工事記録
作成

daily
工事計画

工事の
実施

保全工事　Daily Work の業務分担

図表－ 23　保全工事Daily	Work の業務分担
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ˎઃඋϢʔβʔの「อશ࣮ߦ」αΠΫϧに͓͚るҐஔ͚ͮ
　্記ͷʮอશ工事%BJMZ	8PSL ͷۀ務୲ʯʹ ܭϑϩーは、1日୯Ґͷอશ工事ʮͮ͘ج
ըʯʕʮ࣮ࢪʯʵʮݕऩʯʵʮཌ日ܭըͷөʯʹରԠすΔͷで͋Δɻ
（a）工事全体計画の中での位置づけ
　工事શମܭը˰月間ܭը˰ि୯Ґܭը˰ 1日୯Ґͷܭըͱ͜ΕΛ͑ࢧΔʮৄࡉʢۀ࡞ʣ
工ఔʯ͓ΑͼʮਐཧʯͷྲྀΕͱͳΔʢ図表＊－ 1ʣɻ

発注者 受注者

保全計画

施工技術検討

材料手配・管理

工事実施

検査成績書

自主検査

諸手続実施

（作業予定表等）

積算

現場説明

技術打合せ

入札査定

決定 注決

提出

提出

提出

提出

返却

工程確認

着工指示

指示・検収票

安全ロックA・B票作成
（「保全実行」参照）

承認

承認

承認

検収

立会検査

試運転

発注仕様書
・保全範囲
・保全計画書
・工程表

以上を
期首（注決時）
に実施

・月単位の作業計画確認
 を基本とする

・進捗状況は、週単位の
 ミーティングにて実施
 する

自主検査要領書

施工計画書

安全計画書

修理・整備基準

保全工事計画書

検査成績書

所見

検査完了報告書

保全工事発注

月間保全計画書

日本プラントメンテナンス協会2019

アウトソーシングの業務フロー（『MOSMS実践ガイド』より）

設備ユーザー 施工（工事業者）

運転⇒保全
保全依頼

検収検査

daily（1日単位）の
「詳細工程」「進捗管理」

業務フローへ

今回の着目

図表＊－ 1　アウトソーシングの業務フロー（『MOSMS 実践ガイド』より）
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ʢCʣ「อશ࣮ߦαΠΫϧ」に͓͚るҐஔ͚ͮ
　ʮอશ࣮行ʯͷαイΫルʢอશۀ務ϑϩーʣでは、ਤͷ 1日୯Ґͷۀ務Λアトιー
シングʢ工事ʣすΔ෦ʹ૬すΔʢ図表＊－ 2ʣɻ

保全実行の業務フロー（日常保全および定期検査・整備）
（『MOSMS実践ガイド』より）

《日常保全》
作業依頼・確認票

年度
計画

保全方式

中長期

保全計画

検査成績書

（故障データ入力） （作業分析入力）

MP設計

故障発生年　度
予算書

月　間
工程表

予実算
管理表

週間工程打合せ
（製造－保全）

試運転作業
計画

作　業
依頼票

発注
伝票

工事
発注

検査・修理基準

工事
実施

竣工
検査

会計システム

検収伝票故障原因
分析書

実　績

保全データ
工場月報

本社月報

機器台帳

固定資産台帳

故障分析

保全MQ月報

本社MQマスター

本社故障報告

本社MQ集計

指示検収書

《定期検査・整備工事
 の実行管理》

日本プラントメンテナンス協会 2019Ｃ

daily（1日単位）の
「詳細工程」「進捗管理」

業務フローへ

今回の着目

図表＊－ 2　保全実行の業務フロー（日常保全、定期検査・整備、『MOSMS 実践ガイド』より）

ʢDʣۀ࡞ґཔに͓͚るҐஔ͚ͮ
＊ೝථʢ#ථʣͷϑϩーͷதでͷҐஔ͚ͮΛ、図表֬ۀ࡞ґཔථʢ"ථʣ͓Αͼۀ࡞　
－ 3ʹࣔすɻ
　設උϢーβーͷӡసʢૢۀʣ͔Βอશʢ設උʣʹۀ務ґཔΛすΔۀ࡞ґཔථʢ"ථʣ
ͱ҆ۀ࡞શͷ֬ೝථで͋Δʢ#ථʣはϖアでӡ༻͞Εͳ͘てはͳΒͳいɻ

[Ａ票]

件
名

依頼件名（なにを、どこが、どのように、etc）規制条件（法的、生産上、品質上、作業範囲、etc．）

「変更管理」の適用 □ 要 □ 否
施工内容、範囲、方法、時期、工程、検査内容、施工企業名、etc．

担当間連絡事項　（　　　　　）  →　（　　　　　）

認

確

推進責任者指示事項

故障原因、フォロー指示、工場への要望・報告事項

   計　　　画　　　性  作　　業　　分　　類

計
画
確
認

完
了
確
認

保
　
全

工
　
場

工
　
　
場

実施
保留
中止

課  長 係  長 担当

 着 工 予 定  完 了 予 定       年       月       時         年       月        時

工
程

依
頼
内
容

作
業
計
画
　
連
絡
・
協
議
・
決
定
事
項

完
了
報
告

Ｍ
Ｑ
指
標

   運　転　部　門 

設
備
工
事

プ
ラ
ン
ト
停
止

作
業
総
件
数

定
期
調
整

定
検
・
定
修

機
能
停
止

機
能
停
止
外

Ｈ
Ｈ
Ｋ
改
善

   そ　　の　　他故障予防
ト
ラ
ブ
ル
調
査

保
全
対
象
Ｂ

生
産
計
画

他
係
依
頼

   突　発　作　業
生
産
計
画
変
更

保
全
計
画
変
更

異
常
調
査

故
障
修
理

時
間

着工
完成

希望
納期

そ
の
他

計
画
作
業

計
画
外
作
業

部
品
購
入
製
作

　　　　　　　　 依頼
　　　作　業　　　　　　確　認　票
　　　　　　　　 計画

受　付

    保　全　部　門　
課  長 係  長 担当

        年       月       日
     月  　  日     時
     月  　  日     時

呼
出
しそ

の
他

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ [Ｂ票]　　　　　　　作　業　環　境　安　全　確　認　票

    安　全　確　認　項　目 運 保 運 保 運 保 運 保 運 保 運 保 運 保

イ．常時   ホ．試運転時
ロ．着工時   ヘ．検収時
ハ．着手時   ト．作業時
ニ．作業中時々巡回 チ．作業時

1.系の運転を停止する
2.当該機器の運転を停止する
3.圧力を無圧(０kg/cm2G)にする
4.ラインの縁を切る
5.内容物の(除去・洗浄・置換)をする
6.ガス検知をする
7.弁(ドレン、ベント)を解放する
8.周囲の可燃物を除去する
9.可燃性ガスを検知する
10.足場組立等の作業範囲を指定する
11.足場等の設置位置を指定する
12.空気置換をする
13.換気を継続する
14.酸素ガスを検知する
15.ラインの縁を切る(バルブカット不可)
16.専任監視人をつける
17.主電源スイッチ(切る、施錠、投入禁止表示)
18.制御電源(スイッチ、ヒューズ、プラグ)を切る
19.工事用電源ボックスNo.を指定する
20.インターロックの解除をする
21.手動への切り換えをする
22.バイパスへの切り換えをする
23.アナンシェーターの解除をする
24.計装空気を止める
25．
26．
27．
28．
29．
30.

1.工事後の整理整頓をチェックする
2.設備内に忘れ物がないか調べる
3.火気使用後の残火をチェックする
4.着工前の解除切替えを復帰する(項目ごとチェック)

特別指示、専用作業手続　etc．

  眼   鏡
雨
合
羽

防
塵
マ
ス
ク

安
全
帯

耳
栓

遮
光
眼
鏡

そ
の
他

     保　護　具　着　用　条　件
〇：常時着用　∨：常時携帯、必要時着用

防
災
面

ゴ
ム
手
袋

絶
縁
手
袋

ゴ
ム
長
靴

薬
液
残
ガ
ス

平
眼
眼
鏡

ゴ
ー
グ
ル

火
気

         確　認　サ　イ　ン

特
　
記
　
事
　
項

終
了
時
・
完
了
時

作
業
立
会
い

着
　
　
　
　
工
　
　
　
　
前
　
　
･
　
　
着
　
　
　
　
手
　
　
　
　
前

 ／ ／  ／  ／  ／  ／  ／月日
担当

氏名

         確　認　サ　イ　ン

記号

足
場

酸
　
欠

電
　
源

計
　
装

共
通

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ

作業依頼票（A票） 作業確認票（B票）
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（運転部門） （保全部門）

起案記入

受付

保全部門内
連絡協議

計画事項
記入

計画承認

着工（着手）前
安全確認

追記入起案記入

依頼承認

計画確認

作業完了（終了）時
安全確認

試運転・
スタートアップ

完了確認完了確認

保管

（作業実施）

[A票 ] ・工程
 ・件名
 ・希望納期
 ・依頼内容（依頼事項、規制条件）
 ・変更管理の適用要否
[B票 ] ・安全確認項目計画欄（運転）
 ・特記事項
 ・保護具着用条件

[AB票 ] ・指示、追記事項があれば追記入
 ・係長、（課長）承認捺印

[AB票 ] ・作業計画確認
 ・指示、追記事項があれば追記入
 ・係長（課長）またはその代理者
 　確認捺印またはサイン

[A票 ] ・受付年月日

保全部門各担当間に関連する作業に
ついて調整確認

[A票 ] ・作業計画（施工内容、範囲、
 　方法・・・）
 ・着工予定、完了予定月日時
 ・担当間依頼事項
 ・変更管理適用
[B票 ] ・安全確認項目計画欄
 （保全部門）
 ・特記事項　追記
 ・保護具着用条件　追記

[AB票 ] ・作業計画事項確認
 ・指示・追記事項があれば
 　追記入
 ・推進責任者指示事項記入
 ・係長（課長）承認捺印
 ※保留、中止の件名も理由を
 　記入し運転に返却

・運転・保全部門担当者で安全確認項目の計画項目について
　現場での実施状況を確認
・確認月日、氏名を記入
・施工企業への着工（着手）許可 

・運転・保全部門担当者で安全確認項目の計画項目について
　現場での実施状況を確認
・確認者氏名を記入

・試運転・スタートアップの時期は件名によって、完了
　確認の後にする場合もある
※この場合は依頼承認、または計画承認時に指示しておく

[A票 ] ・完了報告（フォロー指示、
 　工場への要望・・etc） 
 ※故障原因は速報とし、
 　詳細は故障原因分析書を
 　作成して報告 
 ・MQ指標欄記入

日本プラントメンテナンス協会 2019Ｃ

daily（1日単位）の
「詳細工程」「進捗管理」

業務フローへ

今回の着目

図表＊－ 3　作業依頼票と作業安全確認票の運用フロー（『MOSMS 実践ガイド』より）
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ʢEʣݕऩと「ݕࣔࢦऩථ」
－＊ऩථʯʢ図表ݕࣔࢦ工͕ʮࢪ、ऩはݕ　 4ʣで工事༰Λใࠂし、設උϢーβー͕
ऩすΔɻݕ

工場保全部門 施工企業 フローの説明

①発行

②指示
　ポイント

③承認

④受付

⑤分 解 前 検 査

⑥分 解 作 業

⑦記録

⑧処置

⑨記録

⑩組立・
　据付け

⑪検収

⑫試運転

⑬稼働後の
　検査

基準値集
① ・設備名称：TAG－№を記入
 ・整備目的：故障の場合は、現象を記入のこと

② ・指定は定量的に行い、「基準値集」より指示ポイントを記入

③ ・捺印・承認印後、施工業者に指示

④ ・施工年月日・業者名・責任者名を記入

⑤ ・指示に従い、分解前の検査および基準を行う

⑥ ・指示に従い、分解作業および検査を行う

⑦ ・検査測定を記録し指示の範囲外の場合は保全部門担当者の
 　指示により処置対策を行う
 ・異常処置の指示がしてある場合は、指示どおりに行うこと

⑧ ・処置した施工内容を記録すること

⑨ ・処置後の検査、測定を記録すること

⑩ ・指示に従い、組立、据付け作業を行う
 ・作業終了後、指示検収票を保全担当者に渡し分解組立
 　までの一連の作業報告を行う

⑪ ・保全担当者は指示検収票をもとに試運転前のチェックを
 　行い異常がなければ検収を行う

⑫ ・指示検収票の指示に従い試運転時の検査を行う
 ・異常があれば診断を行い、その原因を追求し施工業者へフィード
 　バックさせること

⑬ ・⑫と同じ

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ

図表＊－ 4　「指示検収票」の運用フロー（『MOSMS 実践ガイド』より）
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図表＊－ 5　「指示検収票」例（『MOSMS 実践ガイド』より）

項事記特・置処録　　　　記ト ン イ ポ 示 指目　　項№時　行　発
ーキのブーリスに時整調整調間隙ラペンイ5当　　担長　　係
てっ入にーキに実確が溝

とこるす認確かるい№ gaT
日月年工施30-40-10-C-検指 mm　　－mm＝mmmm1.0±　値整調

るす要を正修は外以時　収　検者業工施定　制
ペンイとブーリスは正修※当　　担長　　係者任責工施月9 年2 成平　

）障故（的目備整訂　改 整調ナイラで部ラ 　
）修定（ ブーリスは法寸ナイラ 　

）照参5図（は径外、しと径外内の 　

項事記特・置処録　　　　記ト ン イ ポ 示 指目　　項№
防入混水にスクッボ子端時解分1 トルボけ付め締ラペンイ※

かたしを止 はタガ、時たけ付め締を 　
）照参6図（かいな 　れ振前理修mm001/  　　　　　　　れ振定測れ振軸2

にトッケャジ、ナーレトス検点の品部属付6mm001/るす要を正修は上以
かいなはりま詰れ振後正修

プイパンョシーレュキーサ）照参1図（mm001/
ブーリス、ルタメ3 のﾅｰﾃﾘ、は時定測ﾙﾀﾒ※ かいなは形変りま詰に）側トンロフ（

定測耗磨 たけ付め締をﾄﾙ゙ﾎﾄｯｾ 　 てしし廻手りくっゆ、く軽検点し廻手7
とこるす定測に後 　 かいなが所い重mm　　－mm＝mm向方X

び及上以mm  　　　　　異差 　 mm　　－mm＝mm向方Y
は下以mm 　　　　　　　さ長 　

るす要を換交 　 ③②①）側ーアリ（
）ｷｯﾒ（品生再の゙ﾌｰﾘｽ※ mm　　－mm＝mm向方X
に面端、はきとるす換交と 　 mm　　－mm＝mm向方Y
るす認確かいながり残ｷｯﾒ 　

とこ 　 ）さ　長（
認確を無有の溝縦のﾙﾀﾒ※ mm側トンロフ

とこるす 　 ）照参2図（mm側ーアリ てて当に直垂をジーゲルヤイダ※
び遊の向方軸4 るす定測てし廻りくっゆく軽で手 　み組に逆はーラカトスラス※

かいないでん込　 ⑥⑤④）照参3図（
ﾄｯﾅけ付め締゙ﾌｰﾘｽ側ｰｱﾘ※
ﾞﾌｰﾘｽはｰｬｼｯﾜ、め止み弛 　

かいさ小りよ径外の 　
mm　　間隙 　 －＝

。るす要を正修は上以 　 －＝
ーナイラで部底のルタメ※

整調 　 ）照参4図（

るすくさ小位mm5.0 

示図トンイポ　

票収検示指　プンポドンャキ

法寸の時たし押法寸の時たい引間　隙

称名備設

月 　　年　　　
月 　　年　　　
月 　　年　　　

径外ブーリス径内ルタメ異差

）B(）A（

～

（）L（）A（ ℓ）

法寸の前込組　ー　法寸の後込組値整調

（）L（）g（ ℓ）

板当に様いなレズ ルヤイダ
ジーゲ

クッロブV盤　定

ルタメ
L スビトッセ

Y

Y

XX

Y

Y
XX

ブーリス

部心中

奥が方いき大がり取面

ーラカトスラス

L
ーターテス

ーターロ

トスラス
ーラカ　　　　ルタメ

Aℓ

す押

くおてっ測に前立組

ラペンイ
ブーリス

とこるあが間隙

＝

定測の部心中

拠　根　の　値　準　基値　準　基　備　整目　　項
№　票検指 値整調ラペンイ

30-40-10-C検指

拠　根　の　値　準　基値　準　基　備　整目　　項
れ振軸

ブーリス、ルタメ ）径ラペンイ（分区ラペンイ※
値定測 mm002＝Tmm061＝S 　mm521＝R

mm004＝Wmm513＝V 　mm052＝U

機電国帝
プンポドンャキ
細詳式形

□□○□○○○○－○○□□

び遊の向方軸

番枠ーターモ

絶
縁
等
級

呼
び
電
圧

そ
の
他
の
仕
様

T
R
G

呼
び
耐
圧

ス
テ

ー

タ

ー

外
径
区
分

極
対
数

連
　
番

値準基　プンポドンャキ

機
　
種

ア
ダ
プ
タ
有
無

材
　
質

月　　　年　　　

月　　　年　　　

定制

定改

月　　　年　　　

振
れ
（
1/
10
0m
m
）

）mm（径軸

mpr0081～051
mpr0063

mpr0054

2
3
4
5
6
7

0010908060402

Lーキ
ンピはたま

ﾄﾌｬｼ

ｰﾗｶﾄｽﾗｽ ﾞｸﾝﾘｱ゙ﾍ
ﾞﾌｰﾘｽﾄﾌｬｼ

φ
B

φ
A

)mm：位単(

Bφ－Aφ
2.443.0011
2.944.0012
2.954.0022 ,013
2.964.0023 ,014
2.875.0024 ,015
0.3115.0025 ,016
0.9115.0026 ,017
5.8216.0027

Ｌ番枠ーターモ
値界限耗磨

)mm：位単(
値　界　限
9.1 ～ 7.0011
1.2 ～ 7.0012
1.2 ～ 7.0022 ,013
5.2 ～ 9.0023 ,014
9.2 ～ 1.1024 ,015
0.3 ～ 2.1025 ,016
4.3 ～ 4.1上以026 ,上以017

番枠ーターモ

式　形種機 側ﾄﾝﾛﾌ
溝　縦

側アリ
溝　縦

○○形本基F

R ｽｰ゙ﾊﾘ
形ﾝｮｼｰﾚｭｷｰｻ ○×

S-K 点融高
形環循用液 ○○

○○付ﾀ゚ﾌ゙ﾀｱ形本基AF

AR ｰﾚｭｷｰｻｽｰ゙ﾊﾘ
形ﾀ゚ﾌ゙ﾀｱﾝｮｼ ○○

K 点融高
形環循内軸用液 ○○

×○形離分温高B

○○式吸自G

×○形ﾙｰｼｰﾘﾗｽD

表覧一式形grBプンポドンャキ機電国帝

）mm：位単（
値整調 g分区 ラペンイ番枠ーターモ値整調 g分区 ラペンイ番枠ーターモ
4.4S0.4R011
6.4T0.4S ,R
0.5U2.4T
0.6V0.4S ,R
4.4S2.4T
6.4T7.4U
0.5U2.4S ,R
0.6V5.4T
8.4T0.5U
4.5U0.6V
4.6W ,V--

015
024

016
025

上以017
上以026

値　整　調　g

012

013

014
023
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ʢ�ʣࣄਐཧとڐۀ࡞Մʢ「ड」ʣޮԽのΞΠσΞϞσϧ
　図表－ 24は、ަثͷ։์ݕ査工事ͷਐཧදྫ͔Β、ඞ
ཁͳཁૉΛநग़しͨͷで͋Δɻϙイントは、֤ۀ࡞ʹΑΓݕऩ
ཱ会い͕ӡసͱอશで୲͞ΕていΔ͜ͱ、͓ΑͼͦΕΒͷݕ
ऩ͕࣮֬ʹͳ͞Εͳいͱ、ཌ日工事ͷڐۀ࡞Մʢʮडʯʣ͕ޮ
తʹで͖ͳい͜ͱで͋Δɻ

図表－ 24　保全工事の進捗管理と翌日計画

－熱交換器の開放検査工事－
保全工事「進捗管理表」の要素（例）

工事区分：新規着工　一般・特定火気　　工事名称：カバー開放・渦電流検査

計画責任者：設備ユーザーの運転（操業）

足場 縁切 開放 清掃 検査 Tube
補修

Tube
補修

栓 弁 手入れ 復旧 テスト 足場

＜確認（検収）・立会い＞

前日までに終了

（前日実績→当日計画）

進捗管理の
見える化

「一連のシステム」でできて、はじめて・・・・・・・

確実な「確認・検収」

確実な
「事前安全対策」

工事日報 ⇒ 進捗管理表
のムダのない流れ

当日実績→翌日計画

翌日「受付」（作業許可）

ス
ム
ー
ズ
な「
受
付
」（
作
業
許
可
）

事前安全対策・処置

＜工事作業（進捗管理）＞

＜ユーザー業務＞

● 当日実績と翌日計画および「受付」の効率化ニーズ ●

運転

保全

運転によるチェック保全によるチェック

運転作業

保全調整

立

立

立

立

養生
注意喚起

苛性ソーダ残留

立会

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日
当日
10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日

テスト テスト

重機

立会

重機W・JET

当
日

翌
日

確認・検収チェックがないと、「受付不可」のシステム必要
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　ͦ͜で、図表－ 25ͷΑ͏ʹ 1日୯Ґͷܭը͔Β࣮ͦࢪしてݕऩ
ʹ至Δ 1%$"ΛཏすΔシステϜߏ築͕まΕΔɻ
　ϙイントは、ࢪ工ʢ工事ݩ、ͦͷଞऀۀʣ͕日݁ՌΛ正֬
ʹใೖྗすΔ͜ͱで、正֬ͳʮ日ใʯ͕ϢーβーʹΔ͜ͱ、
͓Αͼ্ड़ͷΑ͏ʹʮݕऩऴྃʯΛϢーβー͕ೖྗしͳいͱ、ཌ
日ͷʮडʯ͕で͖ͳいΑ͏ͳシステϜͱい͏͜ͱで͋Δɻ
શ員ͷཧղͱ、࣮֬ͳσーλೖྗ͕ඞਢͷཁ݅ͱͳΔでऀؔ　
͋Ζ͏ɻ

図表－ 25　工事進捗管理と作業許可（「受付」）効率化のアイデアモデル

「工事効率向上／ 1日単位」のシステムモデル

設備ユーザー

施工

運転（操業） 保全（設備）

元請

コントラクター／
サービス

Data Base

＜効果＞ユーザーにとって
・工事進捗管理の見える化
・確実な検収
・立会、テスト等の調整
・「受付」時間の短縮

＜効果＞工事業者にとって
・作業量の平準化
・重機等の効率的運用
・日報精度の向上
・日報作成時間の短縮

詳細工程表

日報（当日結果） システムに当日結果入力

（翌日）進捗管理表

進捗、検収管理

作業調整

前日受付

ユーザー
運転1日単位 ユーザー

保全 施工

自動修正（工程表見直し）

翌日、計画時間に着工！

検収しないと「受付不可」！

◎

◎

◎

◎

◎

◎

〇

〇

〇
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「ೖɾୀ」ޮԽ技術」のྫࣄ
　
　େنఆमʢ4%.ʣͷ工事ݱͷʮೖɾୀʯޮ化ʹ׆༻
しಘΔٕज़事ྫͷ一ͭΛհすΔɻ前ষʰ�ɽアイσアϞσル 1ɿ
େنఆमʢ4%.ʣͷ工事ݱͷʮೖɾୀʯޮ化ʱでࣔし
ͨྖҬで׆༻で͖Δٕज़ͱい͑Δで͋Ζ͏ɻ

&TC ྫࣄ用ͨ͠ೖୀޮԽ׆Λརثࡌं
ɿ古電気株式会社ڙྉఏࢿ

1．はじめに
　ແઢ通৴Λ利༻して通行ं྆ͷྉۚͷऩडΛ行͏&5$ʢ&MFDUSPOJD	
5PMM	$PMMFDUJPO	4ZTUFN	ʣは、2001 年 � 月ͷαーϏス։͔࢝Β、શ
はٴී、しٴීʹで͖Δまで༺ͷ༗ྉಓ࿏でࠃ ��00 ສΛ
ಥഁしていΔʢ図表 A-1ʣɻ༗ྉಓ࿏でͷ利༻は、91ˋΛ͑て
いΔʢ2019 年 � 月ஈ֊ʣɻ
　͜ͷΑ͏ʹී͕ٴਐΜでいΔ &5$ ं載ثΛ利׆༻して、ߴಓ
࿏ͷྉۚࢧいҎ֎ͷຽ間αーϏス͕͕ͬていΔɻ本ߘʹて、
事ྫΛい͔ͭ͘հすΔɻ༺׆

2．ETC を利用した車両識別
　&5$ं載ثは 12ܻͷݻ༗ *%ʢ8$/�8JSFMFTT	$BMM	/VNCFSʣΛͬ࣋
て͓Γ、શてͷं載͕ͦثΕͧΕҟͳͬͨ൪߸Λ༗すΔɻ͜ͷ *%
Λ׆༻すΔ͜ͱでं྆ͷࣝผ͕ՄͱͳΔʢ図表 A-2ʣɻ

図表 A-1
ETC 普及状況（国土
交通省資料より作成）

図表 A-2
ETC 車載器による車両識別
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　まͨ &5$ ं載ثʹΑΔࣝผͷͨΊ、&5$ カーυ͕ૠೖ͞Εてい
ͳ͘て利༻で͖Δ利点͕͋Δɻ
　ं྆ࣝผΛ行͏所ʢ࿏ଆʣʹ %43$ アンテナʢڱҬ通৴シス
テϜ�%FEJDBUFE	4IPSU	3BOHF	$PNNVOJDBUJPOTʣΛ設ஔすΔ͜ͱで、
ं྆Λݕɾࣝ ผしͨͷͪ、ྫ ͑ಛఆं྆ͷΈήートΛ։͘ͳͲ、
पลثػΛ੍ޚすΔ͜ͱでʮϋンζϑリーೖୀʯαーϏスΛ࣮
していΔɻݱ

3．事例紹介①　コンテナターミナルの入退場自動化
　ೖήートͷ %43$ アンテナでトラοΫं྆Λࣗಈでݕɾࣝ
ผし、ొं྆で͋ΕήートΛ։いて通行ΛڐՄ、ಉ時ʹ、電
所༠ಋすΔʢ図表ۀ࡞൘ʹてࣔܝޫ A-3ʣɻまͨ、ୀήート
で %43$ アンテナでं྆Λࣝผし、ୀॲཧΛࣗಈ化すΔ͜ͱ
でトラοΫं྆はͦͷままୀで͖Δɻ͞Βʹ্ҐシステϜでは、
8FC ্で֤छใʢ会社໊、υライόー、ੵՙͳͲʣͱ࿈ܞすΔ
͜ͱでࣗಈॲཧΛ࣮ݱしていΔɻ

＜導入効果＞

˔ೖ͔Βୀまで、ൖग़ೖͷトーλル時間Λॖ
　トラοΫं྆ͷࣗಈࣝผ、スϜーζͳ༠ಋʹΑΓήート通ա時
間͕ �0�ॖɻまͨ、8FCシステϜͱͷ࿈ܞでリアルλイϜ͔ͭ
シーϜϨスʹ͕ࣔࢦՄͱͳΓ、Ϡーυଂஔ͖ͳͲͷൖग़ೖ࡞
ʹΑΓスϐーσΟʹ行͑ΔΑ͏ʹͳΓ、औΓѻ͏ྔͷ૿Ճ͕ۀ
ͭͳ͕ͬていΔɻ
ཤྺͷཧΛࣗಈ化ۀ࡞˔
　ं྆ࣝผͷ8FCシステϜ࿈ܞʹΑΓ、ൖग़ೖं྆ͱυライόー
Λಛఆしͨ正֬ͳۀ࡞ཤྺͷཧ͕࣮͞ݱΕͨɻอしͨۀ࡞ཤ
ྺはいͭでදࣔɾੳで͖ΔͨΊ、ۀ務վળޮՌͷʮ͑ݟΔ化ʯ
͕໌֬ʹਐΜͩɻ
˔ະొं྆Λ通͞ͳいηΩϡリテΟڧ化
　ೖ時ͷं྆ࣝผΛࣗಈ化すΔ͜ͱで、ώϡーϚンエラーͳͲ
ʹΑΔʮະొं྆ͷޡೖʯΛࢭɻまͨ、ं྆ࣝผʹ &5$ ं
載ث *% Λ׆༻すΔ͜ͱで、*$ カーυͷΑ͏ʹିしआΓฆࣦͷリ
スΫ͕ͳ͘ͳΔͳͲ、ηΩϡリテΟڧ化Λ࣮ݱしͨɻ	

4．事例紹介②　物流センターの待機車両「ゼロ」に向けた取組み
　システϜ֓ཁΛ、図表 A-4ʹࣔすɻौ؇和ͷͨΊʹೖ੍ޚ

図表 A-3
コンテナターミナルの入
退場自動化事例
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Λ؇和し、ୀでͷݫॏνΣοΫΛ行͏Έで͋Δɻ
　ೖήートは &5$ ं྆ࣝผͱࢹカメラͷ྆ํでೖ時間Λ記
し、記ޙήートΛ։͘ɻ一ํ、ୀήートではొ͞Εてい
Δंで͋ΕήートΛࣗಈで։いてୀͤ͞、ొ͕ແいं྆は
ήートΛ։͔ͣ人ʹΑΔ֬ೝΛ行্ͬͨでୀすΔɻ͜ͷ͜ͱで
ौ؇和ͱηΩϡリテΟͷཱ྆Λ࣮ݱしていΔɻ

＜導入効果＞

˔人݅අɾメンテナンスۀ務ͷݮ
　ࣗಈήートΛ設ஔしͨ͜ͱで、ແ人ӡ༻͕Մͱͳͬͨɻೖ
カメラͷ྆ํでं྆Ѳ͕で͖Δͨࢹͱػはं྆ཤྺཧޙ
Ί、कӴ͕डΛ行いं྆ཧΛ行͏ඞཁ͕ແ͘、人ݖඅͷޮ
化ʹͭͳ͕ͬͨɻ
　まͨैདྷͷ lカメラʹΑΔナンόープϨートಡऔΓz ํ法では、
ѱఱީʹΑΔಡऔΓエラーカメラϨンζͷΫリーニング͕ඞ
ཁで、ҙ֎ͱཧ্ͷख間͕͋ͬͨɻ͜Ε͕、ఱީʹࠨӈ͞Εͣ
҆ఆ通৴Մͳ &5$ ʹΑΓ、メンテナンスۀ務͕େ෯ʹܰݮしͨɻ
˔҆શͱηΩϡリテΟͷ֬อ
　ೖं྆は、ήート前で࣮֬ʹఀࢭしͳいͱήート͕։͔ͳい
システϜΛ࠾༻しͨɻಓ࿏͔ΒスϐーυΛग़しͨままߏʹಥೖ
すΔं͕྆ແ͘ͳΓ、一୴ఀࢭしͨं྆は、ߏΛでΔͨ
Ί҆શ֬อʹͭͳ͕ͬͨɻήートʹΑΔೖୀ੍ޚʹՃ͑、ं྆ཤ
ྺཧػʹΑͬてߏʹࡏしͨं྆ͷೖୀঢ়͓گΑͼཹ時
間ͳͲ͕Ѳで͖ΔΑ͏ʹͳΓ、ಛʹηΩϡリテΟΛٻΊΔւ֎
いɻߴʹ٬͔Βͷؔ৺͕ඇৗސͷ٬อ੫ؔސ

5．事例紹介③　車両のリモート管理を行う貨物鉄道駅
　ೖޱήートʹ設ஔしͨ %43$ アンテナで、ਐೖしͨొं྆Λ
&5$ でࣗಈఆし、όーήートͷ։ด੍ޚΛ行͏ʢ図表 A-5ʣɻಉ

図表 A-4
物流センターの待機
車両ゼロ化事例
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時ʹόーήートΛ։いͨճで通行Λカントし、本日ͷ通
行ͱしてήート্෦ͷදࣔػʹリアルλイϜでදࣔすΔɻ
　通行ཤྺ通行は、՟Ӻͷύιίンでཧɾ֬ೝで͖、
Εͨ所͔Β通行ঢ়گौঢ়گΛ֬ೝで͖Δɻं྆ొは、
事前ʹӡૹ͔ऀۀΒొリストΛೖखし、ήートͷं྆൪߸ͱリ
Ϟートでඥ͚ͮてӡ༻͞ΕていΔɻ

＜導入効果＞

˔リϞートメンテナンスͷ࣮ݱ
　՟మಓӺʹ৽設͞ΕͨトラοΫઐ༻ಓ࿏は、ཧ事務所ͱೖ
ୀήート͕ �ΩϩΕていΔڥʹ͋Δɻͦ͜で、ήートʹ
設ஔしͨカメラ͓ΑͼインλーϑΥンͱ࿈ܞし、リϞートϞニλ
リングͱリϞート੍ޚΛ࣮ݱしͨɻ
　24 時間、֤ήートͷೖୀཧΛौͤ͞Δ͜ͱͳ͘行͑ΔΑ͏
ʹͳ্ͬͨ、通行ΛリアルλイϜʹදࣔすΔ͜ͱで、՟మ
ಓӺ෦ͷࠞࡶ۩߹͕υライόーʹΘ͔ΔΑ͏ʹͳͬていΔɻ

6．専用 ETC 車載器を活用した乗合バス入退管理
$5&、ʹޙ࠷　 ं載ثΛカスλϜして׆༻しͨ事ྫΛհすΔɻ
ɾ古電気 &5$ ं載ثʹ /'$ カーυʢۙڑແઢ通৴ �/FBS	
'JFME	$PNNVOJDBUJPOʣͷಡΈऔΓஔΛ࿈ಈしͨʮඇ৮カー
υリーμーஔ͖ &5$ ं載ثʢઐ༻ʣʯʢ図表 A-6ʣΛ、߹
όスͷೖΓޱۙʹ設ஔすΔ
ɾ߹όスΛ利༻すΔϢーβー͕、ंͷࡍ、ࣗ ͷ *% カーυʢ ɿྫ
社員ূೖؗূʣΛカーυリーμーʹ͔͟してंすΔ
ɾ&5$ ं載ثは、ऀ *% Λ෦ʹσーλอଘɻ一ఆྔͷऀ
Λͤͨόス͕ग़ൃݱ、ޙ事務所ʹ౸ணしͨ5$&、ࡍ ं載ثͱ
事務所ͷݱ %43$ アンテナͱͷ通৴で、ऀ *% Λແઢでत
डすΔ
ɾݱ事務所ଆͷཧ 1$ ͕、*% ͱ֤छใʢ会社໊、໊ࢯͳͲʣ
ΛνΣοΫしてදࣔ൛で通すΔ
ɾ正ৗ݁Ռͷ߹、ंしていΔϢーβーは lバスから降りて手続
きすることなくz ͷ所ఆ所までͦͷままҠಈすΔߏ
では、ݧ࣮ূ࣮　 20 人ͷ *% Λઐ༻ं載ثʹ記Աしͨঢ়ଶで、
事ۀ所ʹ౸ணɻ時 40 Ωϩ �I ͷで通աして、શ員ͷ *% Λ
तडすΔ͜ͱΛ֬ೝで͖ͨɻ

図表 A-5
鉄道車両のリモート管理事例

図表 A-6
非接触カードリーダー
装置付き ETC 車載器
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「保全工事管理の効率化技術」の事例
　
　อશ工事ཧͷޮ化ʹؔすΔ事ྫͷ一ͭΛհすΔɻ前ষh �ɽ
アイσアϞσル 2ɿ工事ͷڐۀ࡞Մʢडͱਐཧʣޮ化ʱ
でࣔしͨશྖҬΛカόーすΔͷではͳい͕、　ࡏݱͷঢ়گͷதで
औΓΜでいΔྫͱい͑Δで͋Ζ͏ɻ

ਐΛϚスλʔࣄݱ 1C Ͱ集தཧするࣄにΑるఔใڞ༗Խ
ɿ山九株式会社ڙྉఏࢿ

1. はじめに
　ੴ༉ਫ਼、ੴ༉化ֶプラント設උʹ͓͚Δอશۀ࡞ͷ͏ͪ、プ
ラントͷఆظอશमཧۀ࡞ʢҎ下 4%.ʣでは工事行ͷͨΊ、ࢪ
工会社ͱݩ会社、٬ސͱݩ会社ͷใڞ༗͕ඞཁで͋Δ͕、
ظ間でଟͷ͕ऀۀಉ時ʹۀ務Λ行すΔҝ、ใΛڞ༗化す
Δ͜ͱ͕ࠔで͋Δɻ͜ͷ点ΛղܾすΔํ法ͷ一ͭͱして *$5
͕利༻͞ΕていΔɻメンテナンスۀ務Λ͚ෛ͏一෦ͷۀاでは
ใڞ༗ͱۀ務ޮ化ʹ͚ͨ *$5 Λਪਐして͓Γ、工事ͷ༺׆
ऩまでͷใΛूதཧし、࣮ノϋΛੵすݕը͔Βܭ
ΔσーλベースΛ։ൃしていΔɻ本ߘではͦΕΒͷதで代දతͳ
システϜで͋ΔਐཧシステϜΛத৺ʹ、ؔ࿈すΔシステϜͷ
֓ཁΛհすΔɻ

�� ਐཧγステϜ

（1）	目的

　工事ਐΛूதཧすΔ主ͳతͱして �点͛ڍΒΕΔɻ
ᶃ工事ͷਐঢ়گΛؔऀは୭でͲ͜で֬ೝग़དྷΔ
ᶄλイϜリーで正֬ͳใୡ͕行͑Δ
ᶅ୲ऀͷۀ務ྔΛܰݮग़དྷΔ
　͜ΕΒͷతΛୡ成すΔํ法ͱして、*$5 Λ利༻しͨਐཧシ
ステϜ͕༻いΒΕていΔɻ

（2）	システムの概要

　本システϜではݸʑͷ୲ऀͷ行ͬていΔ工事ਐঢ়گΛ、ύ
ιίンʢ1$ʣ、ܞଳ電ͳͲΛ༻いてσーλベースでཧし、ू ɾܭ
Λ工گ໘ͷཧではਐঢ়ࢴΔ化Λしͨͷで͋Δɻैདྷͷ͑ݟ
ఔ会ٞࣨͷݶΒΕͨ所でし͔֬ೝで͖ͳ͔͕ͬͨ、*$5 Λ利༻
しͨਐシステϜではࢴ໘ͱはҟͳΓ、ࢪ工ؔऀはインλーωο
トΛհして事務所ͷ 1$ϞόイルʢスϚϗλϒϨοトʣで
所ΛΘͣ֬ೝすΔ͜ͱ͕で͖ΔɻシステϜʹΑΔਐใΛ
図表 B-1ʹࣔすɻ
　まͨԆしていΔ工事Λ͑ݟΔ化すΔͨΊ、工事ͷਐΛ
化し工ఔͷΩϟονアοプ͕ඞཁͳ工事ΛϐοΫアοプすΔͳ
ͲͷαϙートػΛ༗していΔɻ工ఔใΛ一ݩཧすΔ͜ͱで
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工事͕Ͳ͜までऴྃしていΔ͔、まͨΕていΔۀ࡞はԿ͔Λ໌
֬ʹで͖、શମ工ఔͷѲΛ༰қʹすΔ͜ͱ͕Մで͋Δɻ

（3）運用効果

①工程情報の確認
ͱͷਐはਤද͝ثػ　 #�1 ͷਐใΛݩʹਐཧΛ行ͬて
いΔɻશମͷਐはਐグラϑͱશ工事リストΛग़ྗし、ܭըͱ
࣮ͷਐ͕ࠩେ͖いͷ͔Β工ఔͷΩϟονアοプΛ行͏
͜ͱΛՄͱしていΔɻਐグラϑͷྫΛ図表 B-2ʹࣔすɻ
②系統の進捗確認
　ਤද #�1 ͷਐใೖྗը໘では͝ثػͱͷਐΛݟΔͨΊʹ
౷ผʹιートし૯߹気ີテストͷՄ൱ܥΛثػ、していΔ͕༺
Λ一ཡでग़ྗすΔػΛ設͚ていΔʢ図表 B-3ʣɻ͜ͷ一ཡදΛ༻
いて日ʑͷ工ఔ会ٞʹてܥ౷ผʹਐঢ়گΛ֬ೝし、ಉܥ౷でͲ
ͷ͕ثػΕていΔͷ͔、まͨΕͷఔʹΑͬてはテストͷリ
スケジϡールΛ行͏͜ͱ͕で͖テスト工ఔʹॊೈʹରԠすΔ͜ͱ
͕で͖Δɻ

図表 B-1
進捗情報画面の一例

図表 B-2　進捗グラフ

図表 B-3　系統情報一覧画面
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③作業担当者の確認、承認作業の自動連絡
　システϜਐΛೖྗすΔࡍʹ、ϩグインϢーβーΛۀ࡞୲
ऀͱしてࣗಈతʹొすΔ͜ͱでۀ࡞Λ行ͬͨۀ࡞員ʢまͨは
ಜऀʣΛトϨースで͖ΔΑ͏ʹ設ఆ͞ΕていΔɻ୲ऀΛొす
Δ͜ͱで࣍ճ 4%.工事ͷࡍ、୭͕୲しͨͷ͔ଈ࠲ʹ֬ೝすΔ͜
ͱ͕で͖、ݱۀ࡞ͷҙ点Λ࿈བྷɾ֬ೝすΔ͜ͱ͕で͖Δɻ
　まͨ、٬ސ設උอશ՝ӡస՝ͷঝೝ͕ඞཁͳۀ࡞ではࣗಈత
ʹঝೝґཔメールΛૹ৴しݱで୲ऀΛ୳す͜ͱ、電࿈བྷ
ͷෆ通ʹΑΔใୡΕ、ΕΛࢭしていΔʢ図表 B-4ʣɻ
④実績工程表の出力
システϜը໘でೖྗしͨใΛ工ఔཧπールʹมし࣮ͷ工
ఔදͷग़ྗΛ行ͬていΔɻ͜ͷػʹΑΓ工事ऴྃޙʹใࢿࠂྉ
ͱして࣮工ఔදΛ࡞成すΔۀ務ෛՙΛݮし、ޮ化Λ行ͬて
いΔɻ図表 B-5ʹ、࣮ࡍʹग़ྗしͨσーλͷྫΛࣔすɻ

3. ガスケット管理システム
　ΨスケοトཧシステϜはੵࢉ時ʹొしͨࡐࢿใΛجʹΨ
スケοトཧாʢ図表 B-6ʣΛ࡞成し、֤Ψスケοトʹثػ
ใΛͻ͚していΔɻ͜ ͷใΛͱʹݿでอすΔΨスケο
トͱ։์Օ所ʹఴすΔ։์Օ所දࣔࡳʢ図表 B-7ʣͷͦΕͧΕʹ
、し、྆ऀΛऔ時ʹスΩϟンすΔ͜ͱでࣈόーίーυΛҹݩ࣍2
ద正ͳΨスケοト͕ૠೖ͞ΕていΔ͔νΣοΫすΔ͜ͱΛՄʹ
しͨɻ
͜ͷシステϜͷ׆༻ʹΑΓൃリスト࡞成、डೖɾग़ཧா
ͱしてͷ利༻、2ݩ࣍όーίーυʹΑΔর߹֬ೝトϨーαϏリ
テΟ֬อ、ࡐࢿாͱして࣍ճ工事でͷ༻ΛظしていΔɻ

図表 B-4
依頼と承認の連絡フロー

図表 B-5
実績工程表
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4. 工事情報共有化データベース
　ۙ年ͷメンテナンスۀքʹ͓いては、ߴࡁܦ成ظʹプラン
トͷૢۀɾอશΛݗҾしていͨख़年社員ͷҾୀ͕͋Γ、ݱܦ
ঝ、ٕज़ྗͷܧΓ、ٕज़ͷ͋ʹগͳい若ख社員͕૿Ճ͕ݧ
下͕͞ࢹΕていΔɻ͜͏しͨʹରॲすΔҝʹはख़年で
ੵしͨݱٕज़ͷノϋͷঝ͕ෆՄܽで͋Δɻ
　まͨ、メンテナンスݱではメンテナンスࢪ工会社ͷཁٻ
まͬていΔɻߴ͕ٻメンテナンスͷཁܕ٬ͷఏҊސ、ͳΓ͘ߴ
　͜ΕΒͷ՝ʹԠ͑ΔͨΊʹ、ݱでͷิम記ݕ、ݧࢼ査
ํ法Λੵし、؆୯ʹݱで׆༻で͖Δ͜ͱ͕ϙイントͱͳͬて
͖ていΔɻ͜ΕʹରԠすΔͨΊ、ݱ記ͷଞ、ࢪ工ඪ४、ಛघ
工ʹඞཁͳใΛσーࢪ工ཁྖॻʣͳͲࢪ工事ྫ、814ʢ༹ࢪ
λベースʹूし、ݱでͷ՝ʹରしてσーλベースΛࡧݕす
Δ͜ͱで、ྨࣅ事ྫิम༰Λいͭで֬ೝで͖、ࢪ工࣭ͱ
҆શੑΛ୲อしͳ͕Β、٬ސͷλイϜリーͳఏҊ、若खٕज़
ऀはগͳいݱݧܦΛσーλベースでิ͏͜ͱ͕ظで͖ΔͨΊ、
メンテナンス会社ͷノϋΛσーλベース化して、׆༻で͖Δ
Α͏ʹしていΔɻ

図表 B-6　ガスケット管理台帳

図表 B-7　開放箇所表示札
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5. システムの連携
　Ҏ্հして͖ͨシステϜͷதで、ਐཧシステϜͱΨスケο
トཧシステϜは、ಉ͡σーλベースͷใΛ׆༻すΔ͜ͱ͕で
͖、কདྷతʹଟ͘ͷாථΛࣗಈग़ྗͤ͞Δ͜ͱ͕ՄͱͳΔɻ
۩ମతʹは、٬ސΑΓൃ行͞Ε༷ͨॻใΛσーλベースʹొ
し、֎工事༷ॻ、テストϑϩーਤ、Ψスケοトཧா、
։์Օ所දࣔࡳΛ࡞成すΔɻまͨਐཧシステϜͷσーλΛ
༻い、ԁでޮతͳ工事ܭըɾࢪ工ཧۀ務ΛՄͱしていΔɻ
　୲ऀͷखॻ͖ͳͲʹΑΔస記ۀ࡞、ෛ୲ͷܰݮΛਤΔͱͱ
ʹσーλベースʹੵしͨσーλΛ࣍ճ 、し༺׆࠶͚ʹ.4%
ͦͷノϋΛੵしてい͘͜ͱՄͱͳͬて͘Δɻ͜ΕΒͷ
システϜ༻時ͷ利༻ମܥイメージΛ図表 B-8ʹࣔすɻ

6. 今後の課題
　*$5 化ΛਐΊΔͨΊは、ଟ͘ͷݱで͑ΔΑ͏ʹ、システϜΛ
ग़དྷΔ͚ͩ一ൠ化ʢඪ४化ʣすΔ͜ͱ͕ましいɻ໘、一ൠ化
しす͗Δͱݱಠࣗͷͩ͜ΘΓ、ノϋ͕ΓࣺてΒΕ、ͦͷ
ग़ޙࠓͳいシステϜͱͳͬてしま͏Մੑ͕͋Δɻ͑ではݱ
དྷΔ͚ͩଟ͘ͷݱで͑ΔシステϜʹしていͨ͘Ίʹ、֤ݱ
ಠࣗͷΓํΛͲΕ͚ͩシステϜʹऔΓࠐΉ͜ͱ͕で͖Δ͔͕ॏ
ཁͱͳͬて͘Δɻまͨ、システϜΛいॻྨͳͲΛ࡞成すΔ͜ͱで、
時間ॖʹͭͳ͛てい͔ͳ͚ΕͳΒͳいɻۀ、務Λলྗ化しۀ
ͷࠓࡢ　 *$5 ͷ׆༻ํ法ͱして、λϒϨοトΛݱࠐͪ࣋
ΈͦͷでσーλΛ֬ೝ、*$ λグΛ෦ʹऔ͚࣭ཧΛ行͏、
(14 Λ利༻してࡐࢿͷอ所人間ͷҠಈઌͷཧΛ行͏ͳͲ、
*$5 利༻͕࣮༻化͞Ε࢝ΊていΔɻλグʹは࿑ಇ時間Λ記すΔ͜
ͱ、ۀ࡞༰Λ記すΔͳͲ͕Մで༻్͕͕ͬて͓Γ、࣮
༻化は֦େʹ͋Δɻଞʹอޢ۩ʢϔルメοトอޢメΨω
ͳͲʣʹ8FCカメラΛணし、リアルλイϜʹ事務所ͱݱ間で
ใͷΓऔΓΛ行い、スϜーζʹใୡΛ行͏システϜ։
ൃ͞ΕていΔɻޙࠓͷ *$5 ٕज़ͷਐาʹ߹Θͤて、*$5 Λ׆༻しͨ
工事ཧは͞Βʹ֦େしてい͘ͱ͑ߟΒΕΔɻ

図表 B-8
システム利用体系
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AI（人工知能）専門家からのメッセージ
　
　研究会ͷٞʹ、システϜベンμーͱして།一ࢀՃし͔ͨ࠲ࢹ
Β、本Ϩϙートでࣔ͞ΕͨϞσルͷҙٛͱۀ࢈ք͕͑ߟࠓͳ͚Ε
ͳΒͳいͱ͜ΖʹͭいてメοηージすΔɻ

プラントと ICT のΤンδχΞ͕՝ղܾにऔΓΉڞのͨΊに
澁谷利行	　ɿ株式会社富士通研究ڙྉఏࢿ

　ۙ年ͷ *$5ʢ*OGPSNBUJPO	BOE	$PNNVOJDBUJPO	5FDIOPMPHZʣͷٸ
ͳൃୡʹͱͳいʮͷʯ、ʮ人ʯ、ʮஔʯΛؚΊͨ、ͷͮ͘
ΓͷશମΛσジλル化し、͑ݟΔ化、ੳ、࠷ద化ͱͭͳ͛Δ
͜ͱʹΑΓ、৽ͨͳՃՁੜΉୈֵ໋ۀ࢈࢛࣍ͱい͏͕ํ͑ߟ
͞ΕていΔɻ
　ͦͷ一ํで、プラントメンテナンスͷݱʹΛΔͱプラン
ト設උͷٺ化、メンテナンスエンジニアͷྸߴ化、͞Βʹは࿑
ಇ人ޱͷݮগʹΑΔ人ࡐෆͱいͬͨʹ໘していΔɻͦ͜
で、*$5、ಛʹۙ࠷ΛཋͼていΔ *P5ʢ*OUFSOFU	PG	5IJOHTʣ
"*ʢBSUJpDJBM	 JOUFMMJHFODF�	人工ʣΛ׆༻してݱͷอ҆ྗ、҆
શੑͱੜੑ࢈ͷ্ΛਤΔ͜ͱ͕ղܾࡦͷ一ͭͱしてظ͕ߴ
まͬていΔɻ
　し͔し、҆қͳݱͷ *P5 ͷಋೖ、"* ͷԡし͚は、୯ʹ
͔、ઌ*$5ͷෆ৴Λট͖ʹٯ、Λࠞཚͤ͞Δ͚ͩでͳ͘ݱ ͑ͬ
てプラントメンテナンスͷݱͷߴ化、ޮ化ΛΒͤΔڪΕ
͕͋Δɻ
　ͦ͜で、͜ͷʮఆमݕ査ɾमཧͷ *$5�*P5 ٕज़ద༻Ϟσルʯͷใ
ࢹͷݱ、ॻでは、Ҏ下ͷ̎ͭͷํでٞΛすΔ͜ͱʹΑΓࠂ
点Λͭͭͪ࣋、*P5  "* Λதظͷࢹ点で׆༻で͖ΔΑ͏ͳࢦ
Λ༩͑Δ͜ͱΛҙࣝしていΔɻ

　ୈ一ͷํは、*P5  "* ͷٕज़తͳࢹ点でͷιリϡーションΛ
հすΔͷではͳ͘、ݱͷݱঢ়Λ౿ま্͑ͨでͷ࣍ͷ一า、࣍
ͷステοプΛ౿Έग़すͨΊͷࣔࠦͱͳΔํ͑ߟΛʮϞσル化͞Ε
ͨアイσΟアʯͱしてఏࣔしていΔ͜ͱで͋Δɻ
　σジλル化、*P5、"* はखஈで͋ͬて、͜ΕΒΛಋೖすΔ͜ͱ͕
తではͳいɻઌతͳٕज़Λͷ前ʹすΔͱ、ͦͷ՚ʑしいٕ
ज़Λ࠾༻、ಋೖすΔ͜ͱ͕ΰールͱͳΓ、ղܾす͖ݱͷ՝
ͷ本࣭、ͭまΓ、*$5 ʹ͓いて࡞Γग़すՃՁΛܰࢹしてしま͏
点ͱしてٞΛしىͳΔɻ͋͘まで、՝ͷ本࣭Λ͘ڧ͕
ͨ݁Ռ͕ใ͞ࠂΕていΔɻ

　ୈೋͷํは、୯ൃͷղܾࡦͷٞΛすΔͷではͳ͘、1%$"
ͷཧαイΫルͷதでシステϚνοΫͳ؍点でٞしていΔ͜ͱ
で͋Δɻ͜ͷ͜ͱは、2ͭͷ点でॏཁͩͱ͑ߟΔɻ
　一ͭは、ͦΕͧΕͷղܾ͕ࡦͲͷΑ͏ʹ༗ػతʹ࿈͞ܞΕΔ͔



ʵ �� ʵ

「ICT ／ IoT 技術」適用提案研究会 Report
定修検査・修理の ICT/IoT 技術適用モデル

MOSMS®-2019

ͷཧղΛਂΊΔޮՌ͕͋Δ点で͋Δɻ
　͏一ͭは、σジλル化ʹΑͬて͑ΒΕͨσーλ͕׆༻͞Ε
ͳ͕Β、1%$"Λճす͜ͱʹΑΓ、͑͏΄Ͳ、͞ Βʹは、σー
λ͕ੵ͞ΕΕੵ͞ΕΔ΄Ͳ、ແବΛͳ͘し、ੜ্͕ੑ࢈
すΔΈʹͭͳ͕ΔٞͷベースΛఏڙしていΔ点で͋Δɻ

ͷࡍ࣮、ޙࠓ、ॻでఏࣔしていΔʮϞσルʯはࠂճ、͜ͷใࠓ　
ઈରʹΕてはいʹࡍʹ࣮し、࣮ફすΔඞཁ͕͋Δɻͦͷݱ
͚ͳい͜ͱは、ʮメンテナンスͷ究ۃͷΰールͱは事ނ、ނো͕ͳ
͘、҆શͳอશͷ࣮ݱで͋Δʯͱい͏͜ͱで͋ΔɻͦͷͨΊʹは、
プラントͷエンジニアͱ *$5 ͷエンジニア͕͓ޓいͷ՝Λڞ༗
し、ڞʹ՝ղܾʹऔΓΉڞ׆ಈ͕ॏཁʹͳΔɻ͜ͷใࠂॻ
͕ͦͷ՝ڞ༗ʹ͓いて、গしでཱてʮ*$5�*P5 ٕज़ʯద༻
ఏҊ研究会メンόーͱして、͜ͷ্ͳいتͼで͋Δɻ

ͷޙࠓ、ʹޙ࠷　 *$5 ͱ "* ͷ͞ΒͳΔՄੑʹͭいてड़て͓͘ɻ
͞、ॻは一ͭͷプラントʹดͨ͡ʹͳͬてい͕ͨࠂճͷใࠓ
Βʹ一าਐΜͩσーλ׆༻ͷํ法ͱしてෳڌ点プラント間、ا
ΒΕΔɻ͑ߟ͕ܞछ間Λσーλでͭͳいͩ࿈ۀ、間ۀ
　ྫ͑、メンテナンスʹؔすΔσーλΛۀا間、ۀछ間でڞ༗
すΔ͜ͱʹΑΓ、ΑΓ҆શʹ、͔ͭޮతʹཧͷӡ༻͕Մʹ
ͳΔྖҬ͕ेʹ͋Δͱ͑ߟΔɻೡΖ、࿑ಇྗෆΛิいͳΒ͕
҆શੑΛ୲อすΔʹはඞཁෆՄܽͳࡦࢪͱ͑ߟΔɻ
*"、ࡏݱ　 で行ͬていΔஅ༧ଌͷΑ͏ͳੳٕज़は、一ͭͷ
ஔプラント͕ରͱͳͬていΔʹա͗ͳいɻ͜ΕΒͷσーλ
"* ੳϞσル͕ۀքでڞ༗͞ΕΔ͜ͱʹΑΓ、৴པͷߴいੳ
͕ૉૣ࣮͘ݱՄʹͳΔɻ͜ͷΑ͏ͳσーλ࣮Λベースͱし
ͨू߹Λߏ築すΔ͜ͱͦ͜、Ϗοグσーλ׆༻、͓Αͼσジλ
ル化ͷ本࣭ͩͱ͑ߟΔɻ
　まͩまͩઌͷͱͣ͑ߟʹ、プラントͷ҆શ͔ͭޮతͳཧ
ӡ༻はۀ࢈、͓Αͼ社会ج൫ͷҡʹ࣋ΘΔॏཁͳ社会Λղ
ܾすΔखஈͷ一ͭͱして、ͦ͜ࠓਅ͑ߟʹΔ時ظͱして、కΊ
͘͘ΓͷఏҊͱしͨいɻ
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